
市民協働による取り組み 
実績・評価一覧表 

（令和 4年度 実施事業） 
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協働形態 本調査における定義 件数 市支出額（円）

共催
市民活動団体等と行政が事業の共同開催者となり、企画・運営を行
う方法

21 4,974,514

実行委員会
市民活動団体等と行政が共同で組織を立ち上げ、その組織が主催
者となって事業の企画・運営を行う方法

112 110,931,329

参画
企画の策定段階から市民活動団体等が加わり、その意見を踏まえ
て事業を行う方法

2 498,099

協定
市民活動団体等と行政とが、協定を締結し、それに基づき事業を行
う方法

27 6,823,880

合計 162 123,227,822
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共  催 
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相手方の
役割

行政の
役割

1

令和4年度
文化庁
「生活者
としての
外国人」
のための
日本語教
育事業

共催 継続

特定非営
利活動法
人フィリ
ピノナガ
イサ

「生活者としての
外国人」のライフ
ステージに寄り添
い、自治体と連携
して地域のハブ機
能を担う日本語教
育を全国に広げ
る。

定住外国人等を対象とする日本語教育
の推進を図るため講演会を行った。
テーマは以下のとおり。
・ライフステージに寄り添う日本語教
育を考える

開催日：令和4年11月5日、11月19日、
12月3日、12月17日、令和5年1月7日、
1月21日
延べ参加者数：80名

地域日本語教育の推進
に資する取り組みであ
るから

相手
企画・運
営

イベント
周知、講
師

相手 0 開催 4 4 4 4 4 企画調整
部

国際課
参加者への
アンケート

影響なし

2
自治会長
研修

共催 継続
浜松市自
治会連合
会

自治会長を対象
に、自治会の役
割、活動、運営等
に関する注意事項
について情報提供
するとともに、市
の事業や助成制度
などを知る機会を
提供することで、
自治会運営能力の
向上を図る

自治会長に対して、自治会運営や自治
会に関連のある市の施策などを説明す
るもの
・研修資料を市内全自治会長へ配付
・5月9日から研修動画を浜松市自治会
連合会のHPにて配信

市と市自治会連合会が
同じ時期・同じ対象に
行う研修を合同で実施
することで、効率的か
つ自治会長の負担が軽
減されるため

不明

・研修資
料の作成
・研修動
画の配信

・研修資
料の作成
・研修動
画の撮影
及び編集

なし 0 開催 - 5 5 5 5 市民部
市民協
働・地域
政策課

事業縮小・
内容変更

対面による研修会
は実施せず、研修
資料の配布及び資
料説明動画の配信
による研修会を
行った。

3

まちむら
リレー
ション市
民交流会
議

共催 継続
静岡文化
芸術大学

都市部と中山間地
域の異なる主体
が、中山間地域の
問題意識を共有
し、共に連携して
地域課題解決に取
り組むきっかけづ
くりを図る。

中山間地域の課題や可能性について考
えるまちむらリレーション市民交流会
議の開催
参加者数：182人

静岡文化芸術大学と共
催することで、より多
くの人と、中山間地域
の問題意識の共有・地
域課題の解決に取り組
めるため

双方
事業の実
施

事業の実
施

双方 222,840 開催 - 5 5 5 5 市民部
市民協
働・地域
政策課

影響なし

4
スポーツ
健康相談

共催 継続

公益財団
法人浜松
市スポー
ツ協会

問診を中心とし
て、市民の健康増
進や障害予防のア
ドバイスとスポー
ツ実践に関する相
談を実施し、安全
なスポーツ実践の
援助を行う。

医師による生活習慣病予防や障害予防
のアドバイスと講演会を通して医学的
啓発活動の実施を行う。

事業目的を達成するた
め。

不明
講演会の
運営や宣
伝

協議会の
参加によ
り問題解
決を図る

双方 445,756 開催 3 3 3 3 - 市民部
スポーツ
振興課

影響なし

5
指導者養
成講習会

共催 継続

公益財団
法人浜松
市スポー
ツ協会

地域スポーツ指導
者となる人材の育
成のため、専門知
識を有した講師に
よる実技、講演の
実施。また、教
室・大会・イベン
トスタッフとして
参加し実践経験を
積む。

広く市民に呼びかけ、意欲のある指導
者を計画的に育成し、一貫した正しい
指導法を身につけた地域スポーツ振興
のリーダーを育成するため、本講習会
を開催する。また、現在登録されてい
る地域スポーツ指導者の資質の向上を
図り、市民の多様な要請に応じる力の
ある指導者を育成するために、継続的
な講習会をおこなう。

事業目的を達成するた
め。

不明
講習会の
運営及び
宣伝

報告を受
け、今後
の運営に
ついて提
言をする

双方 432,047 開催 3 3 3 3 3 市民部
スポーツ
振興課

　 影響なし 　

6

新聞切り
抜き作品
コンクー
ル優秀作
品展、特
別教室

共催 継続
中日新聞
NIE事務局

さまざまな教育効
果が認められる
「新聞切り抜き作
品」の周知、普及

好きなテーマに沿って新聞記事を集め
て切り抜き、自分の意見なども加えて
再構成したオリジナル新聞のコンクー
ルで優秀作品を浜松市博物館で展示す
る。併せてNIEコーディネーターが作
品の作り方教室を開催する。

ここ数年継続的に実施
している

相手

準備作
業、当日
対応
広報宣伝
は共同実
施

チラシ作
成、会場
提供

相手 0 開催 - 4 3 2 3 市民部
文化財課
博物館

影響なし
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第26回静
岡県すこ
やか長寿
祭美術展

共催 継続

公益財団
法人しず
おか健康
長寿財団

高齢者の創作した
美術作品を広く募
集し、作品を展示
することにより、
高齢者の文化活動
を促進するととも
に、ふれあいと生
きがいづくりを図
る。

日時：令和5年1月10日～15日
場所：静岡県コンベンションアーツセ
ンター展示ギャラリー（グランシッ
プ）
内容：日本画・洋画・彫刻・工芸・
書・写真の6部門の作品を募集し、賞
の選定、全作品の展示を行う

高齢者の創作活動の成
果を広く周知する機会
を設けるため。また静
岡県全体にかかる、ね
んりんピックの選考会
も兼ねており、県・市
単体で行うよりも効率
的に運営ができるた
め。

相手
事業の実
施

広報等 双方 252,560 開催 5 5 5 4 5 健康福祉
部

高齢者福
祉課

静岡県日本
画連盟の代
表による評
価

影響なし

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

事業
提案者

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方
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相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

事業
提案者

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

8

第33回静
岡県すこ
やか長寿
祭スポー
ツ・文化
交流大会

共催 継続

公益財団
法人しず
おか健康
長寿財団

高齢者を始め広く
県民の参加を得
て、スポーツ等を
通じてふれあいと
交流を図る。

日時：令和4年9月～令和5年3月
場所：グランシップ・エコパ、草薙総
合運動場他県下会場
内容：38競技のスポーツ、文化の競技
及び総合開会式（9月8日）

世代・地域を超えた交
流の輪を広げるため。
また静岡県全体にかか
る、ねんりんピックの
選考会も兼ねており、
県・市単体で行うより
も効率的に運営が出来
るため。

相手
事業の実
施

広報等 双方 109,700 開催 5 5 5 4 5 健康福祉
部

高齢者福
祉課

　 影響なし 　

9

第55回浜
松市高齢
者の作品
展

共催 継続
浜松市老
人クラブ
連合会

高齢者の生きがい
づくり増進を図る
とともに、社会に
対して高齢者福祉
の思想の普及・啓
発を行う

日時：令和4年11月17日～21日
場所：浜松市福祉交流センター
内容：高齢者の日頃の趣味の成果を発
表する場を設け、生きがいづくりの機
会を創出する
出品数：185点

シニアクラブ活動を通
じた趣味活動の成果を
広く周知する機会を設
けると共に、各シニア
クラブとの連携を効率
的に取ることができる
ため

不明
事業の実
施

企画、広
報等

行政 399,744 開催 5 4 4 4 4 健康福祉
部

高齢者福
祉課

来場者に対
してアン
ケート実施

影響なし

来場者への手指消
毒・検温を実施
し、例年どおり実
施。

10

浜松市医
師会
PRESENTS
減塩・低
カロリー
プロジェ
クト2022

共催 継続
一般社団
法人浜松
市医師会

市民の高血圧をは
じめとする生活習
慣病予防及び減塩
に対する意識向上
と実践につなげる

実施日：令和4年11月27日（日）
会場：浜松市医師会館
内容：市民の高血圧をはじめとする生
活習慣病予防及び減塩に対する意識向
上と実践につなげるためのセミナー。
・推定塩分摂取量測定、尿検査、血糖
値、血圧測定、医師によるミニレク
チャー
・講演：医師、管理栄養士
・体験コーナー：皮膚カロテノイド測
定、浜松市公式ヘルスケアアプリ「は
ままつ健幸クラブ」周知
啓発人数：40人

糖尿病をはじめとする
生活習慣病の発症予防
と重症化予防につい
て、浜松市全市民に対
する罹患前からの食生
活改善を呼びかけるた
め。

相手

企画、周
知、当日
の運営、
アンケー
ト調査報
告等

周知、当
日の運営

相手 0 開催 5 4 4 4 4 健康福祉
部

健康増進
課

事業縮小・
内容変更

３年ぶりに集客に
よる講座を実施し
たが、規模を縮小
し、来場者人数を
制限した。

11

健康はま
まつ２１
講演会

共催 継続
一般社団
法人浜松
市医師会

医療・健康につい
て講師が分かりや
すく講演すること
で、市民の健康づ
くりへの意欲高揚
を図る。

実施日：令和4年9月10日（土）
会場：アクトシティ浜松大ホール
内容：医療・健康について身近なテー
マで講演することで市民の健康づくり
への意欲高揚を図る。当日講演を
Youtubeでも配信し、広く市民への周
知啓発を図る。
集客人数：295人
動画視聴回数：242回
（令和5年3月末）

地域医療・健康を守る
ための団体として実績
があり、連携すること
で、より多くの市民に
医療・健康についての
情報を伝えられるた
め。

双方
講演会実
施

講演会実
施

双方 1,260,699 開催 5 4 4 4 4 健康福祉
部

健康増進
課

その他

３年ぶりに集客に
よる講座を実施し
たが、コロナ罹患
を懸念する人が多
かったのか、前回
集客開催時の集客
人数から半減し
た。

12
食育活動
活動支援
事業

共催 継続
浜松市食
育ボラン
ティア

市民の食を通じた
健康づくりを推進
するため、地域に
おいて食育活動を
実践する食育ボラ
ンティア団体の活
動支援を行う

市民の食を通じた健康づくりを推進す
るための講座を協働で実施
82回　延1,015人参加

地域に根差した食育活
動を実施する団体とし
て実績があったため。

双方
・講座の
企画、周
知、運営

・講座の
企画、周
知、運営
・会員の
支援

双方 353,170 開催 5 4 4 4 4 健康福祉
部

健康増進
課

事業縮小・
内容変更

調理実習は中止、
講座時間の短縮や
会場の規模に応じ
た受入人数の制限
を設けた。
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相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

事業
提案者

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

13

はままつ
食de元気
応援店事
業

共催 継続
はままつ
食de元気
応援店

市民の健康意識の
向上と生活習慣病
の発症予防を目的
に、食品関連業者
等と連携し、市民
が健康に配慮した
食事を選択できる
よう環境整備を図
る

・市民への栄養・食生活等の食を通じ
た健康づくり及び生活習慣病予防につ
いての情報発信

実施日：令和４年8月31日（水）～11
月30日（水）
内容：2022ベジアップキャンペーン
啓発人数：18,129人

実施日：11月1日（火）～30日（水）
内容：カラダにいいこと始めよう「い
いら！減塩」キャンペーン
啓発人数：4,032人

市と協働及び店舗単独による啓発
啓発人数：6,866人

・市民の食生活に身近
な食品関連業者と連携
することで、多くの市
民に食を通じた健康作
りについて情報を伝え
られるため。
・健康に配慮した食事
を選択できる食環境を
作ることで市民の取組
みにつなげられるた
め。

双方
情報発
信、食環
境づくり

・企画、
運営、周
知啓発
・健康情
報の配信

双方 712,855 開催 5 4 4 4 4 健康福祉
部

健康増進
課

新たな協働

集客による啓発は
中止し、期間限定
のキャンペーンを
実施。減塩や野菜
摂取量増加に向け
た強化月間を設
け、個人で取組む
ことができるよ
う、野菜摂取や減
塩に関するレシ
ピ、「減塩のコ
ツ」を掲載した小
冊子を配布。

14
摂食障害
家族支援
事業

共催 継続

浜松医科
大学医学
部附属病
院精神科
神経科

市で実施する摂食
障害家族支援事業
と共催すること
で、医療と行政が
連携した継続的な
家族支援を可能に
するため。

【支援検討会】日時：令和4年5月23
日,令和5年2月27日 午後7時00分～
午後9時 場所:精神保健福祉セン
ター 内容:医療機関等との活動報告
や協議、情報交換など 開催回数:2
回 参加者:延べ20人
【家族教室】日時:令和4年5月20
日,6月17日,7月15日,10月21日,11月
18日,12月16日 午後2時30分～午後4
時30分 場所:精神保健福祉センター
内容:摂食障害患者家族の勉強会 開
催回数:6回 参加者：延べ24人
【摂食障害家族サロンひまわり】日
時:令和4年5月28日,7月23日,9月24
日,11月26日,令和5年1月28日,3月25
日 午後1時30分～午後3時30分 場
所:若者コミュニティプラザ 内容:
摂食障害患者を抱えるご家族のつど
い 開催数:6回 参加者:延べ33人

静岡県摂食障害支援拠
点病院（旧静岡県摂食
障害治療支援セン
ター：浜松医科大学医
学部附属病院内）は、
摂食障害患者の支援を
行っており、浜松市精
神保健福祉センター
は、摂食障害を抱える
家族への支援を行って
いる。患者と家族の支
援が連携して行われる
ことにより、包括的か
つ一貫性のある支援が
可能となるため。

行政

事業の運
営補助、
アドバイ
ザー

事業の運
営、広報

行政 0 開催 5 5 5 5 4 健康福祉
部

精神保健
福祉セン
ター

参加者への
アンケート
実施

影響なし 　

15

創エネ・
省エネ・
蓄エネ相
談支援事
業

共催 継続
株式会社
浜松新電
力

市内中小企業のエ
ネルギーの効率的
利用及び事業用太
陽光発電施設の適
正な維持管理を促
進する

市内中小事業者を対象に、事業者の省
エネ事例の紹介を行う
・創省蓄エネセミナー
令和5年2月7日
参加者数：47名

浜松新電力は浜松市の
出資する地域新電力会
社であり、太陽光発電
所やバイオマス発電所
から再エネ電力を供給
することで脱炭素社会
の構築・浜松市域
RE100宣言へ貢献して
いる事業者であるた
め。

双方
事業の実
施

広報・周
知

行政 665,830 開催 - 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

事業縮小・
内容変更

会場・オンライン
のハイブリッド形
式でセミナーを
行った。

16

未来×エ
ネルギー
プロジェ
クト

共催 継続
SBエナ
ジー㈱

近年の環境やエネ
ルギー問題に対す
る社会的意識の高
まりを踏まえ、未
来を担う子供たち
にエネルギーにつ
いて教育を行う

子供たちにエネルギーについて考える
機会を与えるイベントを開催。今年は
事業No3.に組み込んで開催

SBエナジー㈱は、市内
で大規模太陽光発電所
設置業者であり、近隣
の小学校向けにエネル
ギーの講座を行ってい
て、共催によってより
多くの子供たちにその
機会を提供できるた
め。

相手
事業の実
施

広報・周
知

相手 0 開催 - 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

参加者アン
ケート実施

影響なし 　

9



相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

事業
提案者

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

17
エネル
ギー体験
ツアー

共催 継続

電源開発
㈱
浜松中開
ソーラー
パーク㈱
サーラエ
ナジー㈱
㈱アツミ
テック

市内のエネルギー
関連施設を利用し
て、次代を担う小
学生に対し環境教
育を目的とする

「浜松市次世代ダイバーシティエネル
ギーパーク」を親子で巡るツアーを開
催。
※令和4年8月3日26名
令和4年12月27日20名

浜松市エネルギーパー
ク登録の施設を見学し
ながらツアーを開催し
ており、施設の説明や
エネルギーの教育等で
先方の協力が必要であ
るため。

双方
会場提
供・講師

事業の実
施

双方 119,313 開催 - 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

参加者アン
ケート実施

影響なし 　

18

第22回グ
ラウンド
ゴルフ大
会

共催 継続

富塚小学
校区体育
振興会、
富塚西小
学校区体
育振興会

スポーツを通じた
地域交流

グラウンドゴルフ大会の開催
日時：令和4年11月5日（土）午後1時
～
会場：富塚西小学校　運動場

かねてから体育振興会
と連携している事業。
楽しみにしている地域
住民が多いため。

不明 相談等 相談等 行政 0 開催 5 5 5 5 5 中区

まちづく
り推進課
（富塚協
働セン
ター）

　 影響なし 　

19
ゆうゆう
クラブ事
業

共催 継続
篠原地区
青少年健
全育成会

次代を担う青少年
の健全育成を目指
し、子どもをりと
りまくあらゆる立
場の人々との連携
を深め思いやりの
ある地域社会の確
立

地域の小中学生を対象とした講座開催
講座内容：バドミントン、ドッジボー
ル、トランポリン、ハンドメイドアク
セサリー、夏休みふれあい勉強会
場所：篠原協働センター
参加者：延べ729名

事業の目的を達成する
ため、協働センター事
業と連携し、地域一体
となり青少年を地域で
育てるため。

双方
事業の企
画・運営

会場確
保・提供

相手 0 開催 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
（篠原協
働セン
ター）

　 その他
参加者の体調管理
（検温・手指消毒
の徹底）

20
新津ふれ
あい
ウォーク

共催 継続
新津地区
体育振興
会

地区住民の健康増
進を図り、かつ親
睦を深めて明るく
健全なまちづくり
に寄与する。

ふれあいウォーク
日時：令和4年5月29日（浜名湖ガーデ
ンパークを散策）
令和4年12月11日（フルーツパーク時
之栖を散策）
内容：新津地区住民を対象とした
ウォーキング
参加者：延べ79人

地域のイベントや市の
事業を開催するにあた
り、お互いのノウハウ
を生かし進めることで
効率的に実施すること
ができるため

相手

企画、準
備
当日の実
施

事業の窓
口（広
報、参加
受付）

相手 0 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（新津
協働セン
ター）

その他

新型コロナウイル
ス感染拡大防止の
ため、移動バスの
座席を原則1名で2
席分とした。

21

ボラ活の
すすめin
都田「着
物の着付
けボラン
ティア養
成講座」

共催 継続
浜松市市
民協働セ
ンター

定年退職またはこ
れから定年を迎え
る50代から70代が
ボランティア活動
を始めるきっかけ
を目的とした講座

養蚕が盛んであった都田の歴史を学び
ながら、夏祭りなどで活動できる着付
けを学ぶ講座。
開催日：令和4年12月10日(土)、12月
17日(土)
座学　都田郷土史
実践　着付け
参加人数延べ13名

地域活動団体「都田郷
土史の会」の協力を得
て、座学を実践した。
地域のまつりが再開さ
れる前に実技講座を行
うことができた。

双方
企画、運
営

企画、会
場提供、
市民への
周知

相手 0 開催 5 5 5 4 3 北区

まちづく
り推進課
（都田協
働セン
ター）

その他
ボランティアを必
要とする事業を控
えた。

10



実 行 委 員 会 

11
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相手方の
役割

行政の
役割

1

多文化
フェスタ
はままつ
2022

実行委
員会

継続

多文化
フェスタ
はままつ
実行委員
会

外国人市民が集住
する本市の特徴を
生かし、「多文化
共生都市・浜松」
を全国に発信する
とともに、日本人
市民と外国人市民
の交流促進を図
る。

多文化フェスタはままつ2022の開催

開催日：令和4年8月28日（日）13時か
ら16時
場所：浜松市ギャラリーモール ソラ
モ
来場者数：3,800人

2003年から実施してき
たサンバフェスティバ
ルの後継事業

行政
企画・運
営

運営 双方 3,610,986 開催 4 4 4 3 4 企画調整
部

国際課 　 影響なし 　

2

中山間地
域特産品
プロモー
ション事
業

実行委
員会

継続

浜松市中
山間地域
特産品プ
ロモー
ション事
業実行委
員会

都市部市民が中山
間地域を訪れる機
会を提供し、地域
の魅力に触れるこ
とで、新たな交流
や定住を促進させ
るとともに、中山
間地域の特産品の
販路を開拓・拡大
することにより、
新たな物や人の流
れの創出、特産品
の知名度を向上さ
せる。

・都市部住民と中山間地域住民のコラ
ボレーションによる山の魅力体感イベ
ント「ザ・山フェス」の開催
内容：
①ステージ
②ワークショップ
③物販
④冊子ＰＲ
来場者数：約8,000人
・中山間地域紹介冊子「天竜引佐」の
発行（10,000部）

商工会や観光協会と事
業共に実施すること
で、市内間交流の幅を
広げることができるた
め

行政

負担金
支出

企画・
運営

事務局

負担金
支出

双方 700,970 開催 5 4 4 5 4 市民部
市民協
働・地域
政策課

影響なし -

3
ザ・山
フェス開
催事業

実行委
員会

継続

浜松市中
山間地域
フェア実
行委員会

都市部市民が中山
間地域を訪れる機
会を提供し、地域
の魅力に触れるこ
とで、新たな交流
や定住を促進させ
るとともに、中山
間地域の特産品の
販路を開拓・拡大
することにより、
新たな物や人の流
れの創出、特産品
の知名度を向上さ
せる。

・都市部住民と中山間地域住民のコラ
ボレーションによる山の魅力体感イベ
ント「ザ・山フェス」の開催
内容：
①ステージ
②ワークショップ
③物販
④冊子ＰＲ
来場者数：約8,000人
・中山間地域紹介冊子「天竜引佐」の
発行（10,000部）

商工会や観光協会と事
業共に実施すること
で、市内間交流の幅を
広げることができるた
め

行政

負担金
支出

企画・
運営

事務局

負担金
支出

双方 2,319,136 開催 - 5 4 4 5 市民部
市民協
働・地域
政策課

影響なし -

4
浜松シ
ティマラ
ソン

実行委
員会

継続

（公財）
浜松市ス
ポーツ協
会
中日新聞
東海本社
（一財）
静岡陸上
競技協会
テレビ静
岡
市民ボラ
ンティア

政令指定都市浜松
において、スポー
ツを通じた健康づ
くりと地域社会づ
くりを目指し、さ
らなる郷土の活性
化に寄与するとと
もに、市民とス
ポーツ愛好者との
相互交流を図るこ
とを目的とする。

浜松の中心市街地を約8,500人のラン
ナーが駆け抜けるマラソン大会。「さ
さえるスポーツ」の推進のため、一般
ボランティアの参加を募り、大会運営
の協力をいただいている。

不明 双方

大会運
営・
ボラン
ティア

大会運営 双方 16,000,000 開催 4 3 4 3 5 市民部
スポーツ
振興課

　 影響なし 　

5
いきいき
健康フェ
スタ

実行委
員会

継続
浜松商工
会議所

ヘルスケアを推進
する健康イベント
を実施すること
で、市民の健康づ
くりへの意欲高揚
を図る。

実施日：令和4年6月5日（日）
会場：浜松市ギャラリーモール「ソラ
モ」
内容：健康づくり啓発（チラシ4,000
部、新聞折り込み20,000部）

健康・医療・福祉分野
に関連する様々な団体
が参画できることで、
ヘルスケアについて効
果的な周知啓発を実施
することができる。

双方
イベント
企画・運
営

実行委員
会出席
（企画・
運営）

なし 0 開催 5 4 5 4 4 健康福祉
部

健康増進
課

事業縮小・
内容変更

ステージイベント
は中止

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

13



相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

6

はままつ
歯と口の
健康週間
事業

実行委
員会

継続

（一般社団
法人）浜松
市歯科医
師会

歯と口の健康に関
する正しい知識を
国民に対して普及
啓発するととも
に、歯科疾患の予
防に関する適切な
習慣の定着を図
り、併せてその早
期発見及び早期治
療を徹底すること
により歯の寿命を
延ばし、もって国
民の健康の保持増
進に寄与すること

・浜松市歯科医師会と連携し、クリ
エート浜松、みをつくし、天竜区役所
の３会場にて、歯と口の健康フェスタ
を実施（6月4日）。
参加者数　1,617人
・浜松駅前にて啓発資料を配布（浜松
市職員のみ）
（6月1日）
1,500人に配布

厚生労働省、文部科学
省、日本歯科医師会、
日本学校歯科医会が実
施している。
全国の地方自治体で期
間内にイベントを実施
することとなってい
る。

双方
企画・運
営、負担
金支出

企画・運
営、負担
金支出

双方 1,000,000 開催 5 5 5 4 4 健康福祉
部

健康増進
課

影響なし

7
浜松花と
緑の祭
2022

実行委
員会

継続

浜松花と
緑の祭り
実行委員
会

花と緑のまちづく
りの推進と中心市
街地の活性化を図
ること。

・開催日10月15日(土)・16日（日）
・会場：アクト通り
・内容：ステージ催し、花苗や植木の
物販等
・来場者数13,000人

関係者の協力等によ
り、事業を推進してい
くため。

行政

企画の助
言等、開
催時の協
力

事業の企
画立案、
実行

行政 3,812,858 開催 5 5 5 5 5 都市整備
部

緑政課
事業縮小・
内容変更

飲食スペースなし
（テイクアウト）

8
中央・北
地区はた
ちの集い

実行委
員会

継続

中央・北
地区はた
ちの集い
実行委員
会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年浜松市中央・北地区成人式
開催日：令和4年1月8日（日）
会場：ホテルコンコルド浜松葵の間
出席者（新成人）：81人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

相手
事業の実
施

負担金支
出及び
事業の実
施

行政 376,205 開催 5 5 5 5 4 中区
まちづく
り推進課

参加者へ
のアン
ケート実
施

事業縮小・
内容変更

・新型コロナウイ
ルス感染防止のた
め行った措置
①飲食を伴う交流
会の取りやめ
②国歌斉唱を国歌
静聴に変更
③不参加新成人及
び保護者等付添者
のためにユー
チューブでのライ
ブ配信実施

9

高台地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

高台地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年浜松市高台地区はたちの集い
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：あいホール　1階ホール
出席者（はたちの方）：153人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び
事業の実
施

行政 397,390 開催 5 5 5 5 4 中区

まちづく
り推進課
（高台協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

来賓あいさつの省
略、家族の入場制
限

10

高台協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続

幸自治会
泉自治会
住吉自治
会
和地山自
治会
和合町自
治会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図る。

〇高台えんにち
5月22日（日）　参加者：延べ895人
○一斉清掃
5月28日（土）・12月3日（土）　参加
者：延べ208人
○秘密の畑で芋ほり会
6月2日～10月10日（月・祝）　参加
者：延べ10人
○高台地域ふれあいスポーツ大会
11月23日（水・祝）　参加者：37人
○高台さわやか音楽祭
12月3日（土）　参加者：61人
○高台協働センターまつり
2月11日（土）・2月12日（日）　参加
者：延べ2000人

地域に住む人々と協働
して住みやすいまちづ
くりのため。

行政

負担金支
出
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

双方 267,316 開催 4 5 5 5 5 中区

まちづく
り推進課
（高台協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

協働センターまつ
り時に飲食につい
て、専用の飲食ス
ペースを設けた。

14



相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

11

東部協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続

江東地区
自治会連
合会、飯
田地区自
治会連合
会

学習の成果を発表
する場づくりや、
地域に住む人々と
協働して、住みや
すいまちづくりの
ための気運を醸成
し、生涯学習の推
進を図ること

〇東部チャイルドフェスタ
東部チャイルドフェスタ
日時：令和４年８月７日 10:00～
15:00
会場：東部協働センター
内容：地域交流を目的とした夏祭り
参加者数：約800人
〇東部協働センターまつり
日時：令和４年１２月１１日 10:00～
15:00
会場:東部協働センター
内容:施設利用団体の芸能発表、作品
展示、
     体験コーナー、食品バザー等
参加者数：約700人
〇婚活
日時：令和４年１１月１３日 9:00～
13:00
会場：佐鳴湖、佐鳴台協働センター
内容：マッチングイベント等
参加者数：24人

協働センターの事業に
関する企画及び実施に
ついて実行委員会とと
もに協議するととも
に、各団体及び機関等
の連携を密接に図るた
め

双方

事業の企
画運営、
事業に必
要な労務
の提供

事業の企
画運営、
文書事務
及び会計
事務

双方 336,169 開催 5 4 4 4 4 中区

まちづく
り推進課
（東部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

東部協働センター
まつりを通常2日開
催を1日開催にし
た。

12

飯田・相
生小地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

飯田・相
生小地区
はたちの
集い実行
委員会
（江東地
区自治会
連合会、
飯田地区
自治会連
合会）

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
成しようとする気
運を一層盛り上げ
るため。

令和5年飯田・相生小地区はたちの集
い　令和5年1月8日(日）
会場：アクトシティ浜松コングレスセ
ンター3階31会議室
参加者：（はたちの方）190人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 366,732 開催 5 4 5 5 4 中区

まちづく
り推進課
（東部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・交流会の中止
・国歌斉唱を国歌
静聴に変更
・保護者席の中止

13

城北・和
合地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続

城北・和
合地区は
たちの集
い実行委
員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年浜松市城北・和合地区はたち
の集い
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：ホテルコンコルド浜松海の間
出席者：（新成人）118人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

行政 234,939 開催 5 5 5 5 4 中区

まちづく
り推進課
（西部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・飲食を伴う交流
会の取りやめ
・国家斉唱を国家
静聴に変更

14

城北南地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続

城北南地
区はたち
の集い実
行委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年浜松市城北南地区はたちの集
い
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：ホテルコンコルド浜松海の間
出席者：（新成人）122人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

行政 233,905 開催 5 5 5 5 4 中区

まちづく
り推進課
（西部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・飲食を伴う交流
会の取りやめ
・国家斉唱を国家
静聴に変更

15



相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

15

西部協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続

西部協働
センター
イベント
事業実行
委員会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図るため。

〇西部協働センターまつり
11月19日・20日（土・日）参加者：
545人
〇大掃除
12月3日（土）　参加者：　72人
〇クリスマスコンサート
12月17日（土）　参加者：121人
〇芸能大会（中止）

・住みやすいまちづく
りのための気運醸成

双方

負担金の
支出及び
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

双方 393,759 開催 4 4 4 4 4 中区

まちづく
り推進課
（西部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・クリスマスコン
サートでは、観覧
人数を減らし、密
にならないよう実
施した。

16

江西地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

江西地区
はたちの
集い実行
委員会
（江西地
区自治会
連合会）

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

はたちの集い　令和5年1月8日(日）
会場：グランドホテル浜松
参加者：75人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 203,905 開催 5 4 5 5 5 中区

まちづく
り推進課
（南部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・飲食を伴う交流
会の取りやめ
・国歌斉唱を国歌
静聴に変更

17

南部協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

江西地区
自治会連
合会、駅
南地区自
治会連合
会、親睦
子ども会
ポート
ボール大
会実行委
員会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図る

〇花いっぱい運動
令和4年5月～令和5年2月　月1回土曜
日
各回8人で実施
〇地域活動団体による構内清掃
令和4年6月～7月・令和4年10月～11月
各地域活動団体が活動日に実施
参加者：約100人
○親睦子ども会ポートボール大会
令和4年6月5日（日）
参加者:75人
令和4年11月6日（日）
参加者：76人
○南部協働センターまつり
令和4年10月23日（日）
参加者：約500人
〇地域ふれあいコンサート
令和5年2月18日（土）
参加者：50人

地域に住む人々と協働
して住みやすいまちづ
くりのため。

行政

負担金支
出
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

双方 194,565 開催 5 5 5 4 5 中区

まちづく
り推進課
（南部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

バレーボール大会
が参加者が集まら
ず中止

18

葵西・初
生地区成
人式開催
事業

実行委
員会

継続

葵西・初
生地区成
人式実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、２
０歳の節目に改め
て大人としての責
任を自覚し、社会
に貢献しようとす
る気持ちや、郷土
愛と周りの人々へ
の感謝の思いを育
むとともに、地域
で青少年を健全に
育てようとする気
運を一層盛り上げ
るため。

令和5年浜松市葵西・初生地区成人式
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：北部協働センターホール
出席者（新成人）：197人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として平成１３年
から地域分散型による
実行委員会形式で実施

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
象の実施

行政 348,792 開催 5 5 5 5 4 中区

まちづく
り推進課
（北部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・飲食を伴う交流
会の取りやめ
・国歌斉唱を国歌
静聴に変更
・椅子の並び方等
のソーシャルディ
スタンスの確保

16



相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

19

葵東・高
丘・花
川・西丘
地区成人
式開催事
業

実行委
員会

継続

葵東・高
丘・花
川・西丘
地区成人
式実行委
員会

地域の人々の温か
な祝福により、２
１歳の節目に改め
て大人としての責
任を自覚し、社会
に貢献しようとす
る気持ちや、郷土
愛と周りの人々へ
の感謝の思いを育
むとともに、地域
で青少年を健全に
育てようとする気
運を一層盛り上げ
るため。

令和5年浜松市葵東・高丘・花川・西
丘地区成人式
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：北部協働センターホール
出席者（新成人）：186人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として平成１４年
から地域分散型による
実行委員会形式で実施

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
象の実施

行政 382,560 開催 5 5 5 5 4 中区

まちづく
り推進課
（北部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・飲食を伴う交流
会の取りやめ
・国歌斉唱を国歌
静聴に変更
・椅子の並び方等
のソーシャルディ
スタンスの確保

20

北部協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続

北部協働
センター
イベント
事業実行
委員会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図るため。

〇北部協働センターまつり
10月22日・23日（土・日）
〇一斉清掃
6月11日、9月10日、12月10日（土）
参加者：148人
〇ジュニア公民館
8月6日・7日（土・日）
〇北部ふれあいコンサート
6月19日（日）　参加者：108人

地域に住む人々と協働
して住みやすいまちづ
くりのため。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
象の実施

双方 456,977 開催 5 5 5 5 4 中区

まちづく
り推進課
（北部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・まつりは事前収
録した演技等のVTR
をセンター内で放
映し、当日の来場
者を減らした。
・ジュニア公民館
はYouTubeでの配信
やZOOMを使い双方
向で配信するな
ど、リモートで開
催した。

21

協働セン
ターを核
とした地
域課題解
決事業
「あおぞ
ら協働セ
ンター
（移動型
協働セン
ター）の
運営～つ
どう・ま
なぶ・む
すぶの創
造拠点
～」

実行委
員会

継続

あおぞら
協働セン
ター実行
委員会

地域コミュニティ
活性化

【期間】R4.6.25（土）～R4.12.4
（日）
【場所】佐鳴湖公園

・あおぞら協働セン
ター（移動型協働セン
ター）を開催。
・「人が集まると何か
が起きる」をコンセプ
トに、人々の集まりや
つながりを大切にしな
がら地域住民との交流
を深め幅広い知見を身
に付けるため、ワーク
ショップ等を19回開
催。参加者延べ887
人。

行政
実施、相
談等

実施、相
談等

行政 441,360 開催 5 5 5 5 5 中区

まちづく
り推進課
（富塚協
働セン
ター）

　 影響なし 　

22

富塚地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

富塚地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする機運
を一層盛り上げる
ため

日付：令和5年1月9日（日）
会場：富塚協働センター
新成人：出席者145人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実施

行政
役務の提
供

負担金支
出
事業の実
施

行政 322,905 開催 5 5 5 5 5 中区

まちづく
り推進課
（富塚協
働セン
ター）

　 影響なし 　

17



相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価
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ウイルスの

影響

協働
効果
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協働
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24

浜松市曳
馬地区は
たちの集
い

実行委
員会

継続

曳馬地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳を節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする機運
を盛り上げる。

令和5年浜松市曳馬地区はたちの集い
開催：令和5年1月8日（日）
会場：ホテルクラウンパレス　4階芙
蓉の間
参加者：新成人212人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

不明
事業の実
施

負担金の
支出及び
事業の実
施

行政 557,633 開催 5 5 5 5 5 中区

まちづく
り推進課
（曳馬協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

軽食などは実施せ
ず式典だけの開催
となった。

富塚地域
ふれあい
フェスタ

事業

23
地域のふれあいと
にぎわいの創出

富塚協働
センター
イベント
事業実行
委員会

協定書締結によるもの 466,143行政継続
実行委
員会

負担金支
出

事業の実
施

負担金支
出

事業の実
施

行政

・第2回ごみゼロフェスタ
　日時：令和4年5月29日（日）午前9
時～午後4時
　来場者：1,279名
・富塚ハート事業
　＜アオハル音楽祭＞
　　日時：令和4年8月25日（木）午後
4時30分～午後6時
　　来場者：35名
　＜ワークショップ　ヤー！ヤー！
ヤー！ミニ縁日＞
　　日時：令和4年10月1日（土）、2
日（日）午前10時～午後3時
　　来場者：378名
　＜富ックオアトリート！2022＞
　　日時：令和4年10月30日（日）正
午～午後4時
　　来場者：1,651名
　＜スポGOMI＞
　　日時：令和4年12月3日（土）午前
10時～午後1時
　　来場者：64名
・一斉草刈・清掃
　日時：令和4年5月21日（土）午前9
時～午前10時ほか3日
　参加団体：67
・公民館のしあさって　コラボ企画
　日時：令和4年7月23日（土）午後1
時30分～午後3時30分
　来場者：32名
・夏祭り
　日時：令和4年7月23日（土）午後4
時～午後8時
　来場者：2,245名
・ハロウィン・プロギング
　日時：令和4年10月29日（土）午前9
時～正午
　来場者：81名
・富塚協働センター祭り
　日時：令和4年11月26日（土）、27
日（日）午前10時～午後3時
　来場者：1,635名
・富塚クリスマスコンサート
　日時：令和4年12月10日（土）午後2
時30分～午後4時
　参加者：205名
・第31回おもしろウルトラウォーキン
グ
　日時：令和5年2月11日（土）午前9
時～午前11時
　参加者：205名

令和3年度実
施のハロウィ
ン・プロギン
グは、イベン
ト事業での開
催となった。

影響なし

まちづく
り推進課
（富塚協
働セン
ター）

中区55555開催
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25

曳馬協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続

曳馬協働
センター
イベント
事業実行
委員会

今まで学習してき
た成果を発表する
場つくりや地域に
住む人々と協力し
て住みやすいマツ
づくりのための機
運を醸成し、生涯
学習の推進を図
る。

〇みんなでお米づくり
R4年5月～11月
参加延べ人数：153人

〇敷地内美化活動
R4年6月～R5年2月

〇敷地内一斉清掃
R4年10月
参加者：120人

〇協働センターまつり
R4年11月
参加者：1,174名

〇三世代交流事業
開催：R4年12月
参加者：80人

〇ポートボール大会
R5年1月
参加者：300人

協働センターの事業に
関する企画及び実施に
ついて実行委員会のと
もに協議するととも
に、各団体及び機関等
の連携を密接に図るた
め

双方
負担金の
支出、事
業に実施

負担金の
支出、事
業の実施

双方 390,930 開催 5 5 5 5 5 中区

まちづく
り推進課
（曳馬協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

施設内での飲食を
禁止し、食品の販
売はテイクアウト
用のポップコーン
のみとした。
会場の複数箇所で
検温等受付を設置
したため、人員配
置に非常に人工を
割いた。
飲食ができない代
わりに子ども縁日
を増設したこと
で、多くの子供を
中心とした来場が
あったが、体育館
内が密になるな
ど、列整理に問題
が出た。

26

佐鳴台地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続

佐鳴台地
区はたち
の集い実
行委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年浜松市佐鳴台地区はたちの集
い
令和5年1月8日（日）
会場：ジ・オリエンタルテラス　ザ・
ギャラリア
参加者（20歳を迎える方）：78人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 317,500 開催 5 4 5 5 4 中区

まちづく
り推進課
（佐鳴台
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・交流会の中止
・会場の規模の拡
大（協働センター
ホールからジ・オ
リエンタルテラス
に変更（継続））
・国歌静聴
・保護者席の中止

27

佐鳴台協
働セン
ターふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

佐鳴台協
働セン
ターイベ
ント実行
委員会

今まで学習してき
た成果を発表する
場づくりや、地域
に住む人々と協働
して、住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図ることを目的と
する。

・ポテトフライデー
  令和4年5月13日(金)
　参加者数約100人
・協働センター草取り
　令和4年6月4日(土)～　7月16日(土)
　令和4年10月1日(土)　～10月14日
(金)
　参加者数約200人
・佐鳴台協働センターまつり
　令和4年10月15日(土)
　令和4年10月16日(日)
　参加者数約3000人
・プロギングで婚活in佐鳴湖
　参加者数24人
・さなるもちつき大会（中止）
・凧揚げ大会
　令和5年1月14日(土)
　令和5年1月21日(土)
　参加者数約100人
・さなるふれあいコンサート
  令和5年2月4日(土)
　参加者数約100人

地域に住む人々と住み
やすいまちづくりのた
めの気運を醸成し、生
涯学習の推進を図る。

双方
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

双方 404,097 開催 5 4 5 5 5 中区
まちづく
り推進課

事業縮小・
内容変更

・協働センター草
取りを一斉作業→
分散型に変更
・協働センターま
つりでは飲食可能
エリアを限定し
た。
・もちつき大会を
計画段階で中止
し、凧揚げ大会を
実施した。
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28

協働セン
ターを核
とした地
域課題解
決事業
食を通じ
た地域活
性化事業
（地域住
民主体の
活動への
円滑な移
行を目標
とした
「さなる
だいにん
ぐ」の運
営）

実行委
員会

新規

　さなる
だいにん
ぐ実行委
員会

地域住民主体の団
体立ち上げを支援
し、食を通じた多
世代・多文化交流
の場「さなるだい
にんぐ」の実現を
目指す。

食を通じた地域活性化事業（佐鳴台版
子供食堂「さなるだいにんぐ」の運
営）

［活動場所］佐鳴台協働センター
［実施時期]R4.5～R5.3　　月1回開催
［参加人数］延べ762人

地域住民からの提案で
「佐鳴台子ども食堂」
を令和3年10月から令
和4年3月まで月に1回
のペースでセンターイ
ベント事業として開催
した。令和4年度以降
この取り組みを継続す
るため、地域住民と協
働することとなった。

双方
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 401,429 開催 5 3 4 4 4 中区
まちづく
り推進課

事業縮小・
内容変更

R4.5～R4.12までは
イートイン方式で
はなく、テイクア
ウト方式で提供し
た。

29

西・県居
地区はた
ちの集い
開催事業

実行委
員会

継続

西・県居
地区はた
ちの集い
実行委員
会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年浜松市西・県居地区はたちの
集い
日時：令和5年1月8日（日）
出席者（新成人）：112人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政

・式典の
各所担当
（受付、
開会挨
拶、司
会、決意
のことば
等）
・会計監
査

・開催場
所の調整
・式典の
流れ作成
・出席者
の調整
（来賓含
む）
・運営に
係る物品
調達

行政 302,691 開催 5 5 5 5 4 中区

まちづく
り推進課
（県居協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

①飲食を伴う交流
会の取りやめ
②国歌斉唱を国歌
静聴に変更
③出席者（来賓）
の縮小
④保護者席中止

30

県居協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続

県居協働
センター
イベント
事業実行
委員会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図る。

・県居協働センタードッジボール大会
令和4年10月9日（日）
参加人数：89人
・県居協働センターまつり
令和4年10月16日（日）
参加人数：780人
・一斉草刈
令和4年5月22日（日）、9月25日
（日）
参加人数：59人、91人
・施設清掃活動
令和4年11月27日（日）
参加人数：75人
・クリスマス会
令和4年12月10日（土）
参加人数：50人
・なのはなコンサート
令和5年3月12日（日）
参加人数：100人

不明 行政

・企画立
案や実施
可否の判
断
・催しの
中での挨
拶（委員
長挨拶）
・会計監
査

・開催場
所の提供
・実施に
向けての
調整（運
営全般）

双方 384,310 開催 5 5 4 4 4 中区

まちづく
り推進課
（県居協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・協働センターま
つりにおいて、食
べ物の取扱いを中
止した。
・今まで飲食販売
を行っていた小学
校PTAについては、
出店での協力では
なく新たにドッジ
ボール大会を企画
し、そちらの大会
運営に携わってい
ただくこととし
た。
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31

アクト地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続

アクト地
区はたち
の集い実
行委員会
（アクト
地区自治
会連合
会、木戸
町自治
会、新津
町自治
会、茄子
町自治
会、細島
町自治
会、地域
団体代表
者、20歳
実行委
員）

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

アクト地区はたちの集いの開催
日時：令和5年1月8日（日）
会場：クリエート浜松２階ホール
参加者（20歳を迎える人）：101人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 282,087 開催 4 4 4 4 4 中区

まちづく
り推進課
（中部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・交流会を中止
し、時間の短縮を
図った。
・会場レイアウ
ト・受付事務の変
更、参加席の間隔
を空け、換気・検
温・消毒を徹底し
て行った。
・国家静聴
・保護者席の中止

32

中部協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続

クリエー
ト浜松イ
ベント事
業実行委
員会（中
央地区自
治会連合
会、アク
ト地区自
治会連合
会、北地
区自治会
連合会）

地域において、学
習成果を発表する
場づくりや、地域
に住む人々と協働
して住みやすいま
ちづくりのための
気運を醸成し、生
涯学習の推進を図
るため。

○クリエートの夏まつり
令和4年8月21日(日)11～17時
ダンス、物販、子ども遊びコーナー等
来場者：約1,500人
○オータムコンサート
令和4年11月27日(日)14～16時
○親子で楽しむクリスマス
令和4年12月18日(日)14～15時
音楽物語「眠れる森の美女」
○クリエートの冬まつり
令和5年1月20日(金)～22日(日)10～16
時
演芸発表、作品展示、物販、鉄道模型
展示、バザー、子ども体験コーナー等
来場者：5,200人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、実行委員
会形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 1,179,549 開催 5 4 4 5 4 中区

まちづく
り推進課
（中部協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・夏・冬まつりの
飲食及び冬まつり
の餅投げを企画の
段階で中止した。
・夏まつりは来場
者受付を実施

33

浜松市東
区俳句の
里づくり
事業

実行委
員会

継続

浜松市東
区俳句の
里づくり
事業実行
委員会

東区は、多くの俳
人が誕生し、句碑
も多く現存してい
る。また、多くの
区民が俳句を楽し
んでいるなど、俳
句に縁が深い地域
である。そこで、
東区を「俳句の
里」と位置づけ、
「十湖賞」俳句大
会などの各種俳句
関連事業の実施に
より、歴史と文化
が香る地域づくり
を推進するもの。

「俳句の里づくり事業」として年間を
通して各種事業を展開。
■【小中俳句講座】
内容：東区内の小中高生を対象にした
俳句講座
実施時期：令和4年6月20～9月8日
受講実績：16校64クラス　2,078人
■【第十五回十湖賞俳句大会】
内容：東区出身の俳人　松島十湖の名
を冠した俳句大会
投句者数：6,787人、投句数11,833句
表彰式：令和5年2月11日（土・祝）
会場：浜松市総合産業展示館

不明 不明
企画・運
営・事業
実施

事務局
企画・運
営・事業
実施

行政 3,542,990 開催 5 4 4 4 4 東区 区振興課 その他
有観客でのイベン
ト開催はなしとし
た。
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34

和田・中
ノ町地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

和田地区
自治会連
合会、中
ノ町地区
自治会連
合会

地域の人々の温か
な祝福により、２
０歳の節目に改め
て大人としての責
任を自覚し、社会
に貢献しようとす
る気持ちや、郷土
愛と周りの人々へ
の感謝の思いを育
むとともに、地域
で青少年を健全に
育てようとする気
運を一層盛り上げ
るため

天竜協働センター付設体育館にて20歳
の節目を祝う式典を開催するもの
・はたちの集い（1月8日）
参加者数192人（20歳を迎える者173
人、来賓19人）

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実施

行政
事業の実
施

事業の実
施、負担
金支出

行政 666,191 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課（天竜
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・交流会の中止
（クラスごとの記
念撮影等は実施）
・入場者制限（保
護者観覧席の廃
止）

35

天竜協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

和田地区
自治会連
合会、中
ノ町地区
自治会連
合会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図る

地域ふれあいフェスタ事業として次の
内容を実施
・天竜協働センターまつり（11月6
日）
参加者数1,172人
・天竜協働センター美化活動
（①6月10日～7月29日、②10月3日～
10月31日）
参加者数延べ199人

地域に住む人々と協働
して住みやすいまちづ
くりのため

双方
事業の実
施、負担
金支出

事業の実
施、負担
金支出

双方 240,359 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課（天竜
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・会場の限定（屋
外、体育館のみ）
・飲食物販売の取
りやめ（持ち帰り
はあり）

36

笠井地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

笠井地区
はたちの
集い実行
委員会
（笠井地
区自治会
連合会）

地域の人々の温か
な祝福により、２
０歳の節目に改め
て大人としての責
任を自覚し、社会
に貢献しようとす
る気持ちや、郷土
愛と周りの人々へ
の感謝の思いを育
むとともに、地域
で青少年を健全に
育てようとする気
運を一層盛り上げ
るため。

笠井協働センター付設体育館にてはた
ちの集いを実施。
令和5年1月8日／171人参加（20債を迎
えるもの123人、来賓44人、実行委員4
人）

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

不明
事業の実
施

事業の実
施、負担
金支出

行政 268,190 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課（笠井
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

会場の変更（２F
ホール→付設体育
館）
交流会の中止

37

笠井協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続
笠井地区
自治会連
合会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図る

笠井協働センターほかにて次の内容を
実施
●笠井協働センターまつり　令和４年
11月19日/11月20日
●グランドゴルフ大会
令和5年1月21日/56人参加
●協働センター美化活動
令和4年6月4日／約60人参加
令和4年10月15日／約60人参加

地域に住む人々と協働
して住みやすいまちづ
くりのため

不明
事業の実
施、負担
金支出

事業の実
施、負担
金支出

双方 361,162 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課（笠井
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

　協働センターま
つりの実施時間短
縮

38

積志地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
積志地区
自治会連
合会

地域の人々の温か
な祝福により、成
人になったことの
自覚と責任、社会
貢献しようとする
気持ちを持たせ
る。

サーラ音楽ホール（浜松市市民音楽
ホール）にて成人式を実施。
令和5年1月8日／395人参加
（新成人304人、来賓80人、実行委員
11人）

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

事業の実
施、負担
金支出

行政 651,366 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課
（積志協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

当初予定をしてい
た交流会が中止。
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39

積志協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続
積志地区
自治会連
合会

これまで学習して
きた成果を発表す
る場づくりや。地
域に住む人々と協
働して、住みやす
いまちづくりのた
めの気運を醸成
し、生涯学習の推
進を図る

積志協働センターにて下記の内容を実
施。
●美化清掃事業
令和4年4月16日、6月4日、9月3日、10
月15日／延べ321人参加
●積志ふれあいコンサート
令和4年11月13日／延べ234人参加　動
画160回再生
●積志協働センターまつり　令和4年
11月19日、20日/延べ732名参加

地域に住む人々と住み
やすいまちづくりのた
めの気運を醸成し、生
涯学習の推進を図る。

双方
事業の実
施、負担
金支出

事業の実
施、負担
金支出

双方 610,491 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課
（積志協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

模擬店の中止によ
るまつりの規模縮
小

40

長上地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

長上地区
はたちの
集い実行
委員会
（長上地
区自治会
連合会）

地域の人々の温か
な祝福により、２
０歳の節目に改め
て大人としての責
任を自覚し、社会
に貢献しようとす
る気持ちや、郷土
愛と周りの人々へ
の感謝の思いを育
むとともに、地域
で青少年を健全に
育てようとする気
運を一層盛り上げ
るため。

地域の人々の温かな祝福により、20歳
の節目に改めて大人としての責任を自
覚し、社会に貢献しようとする気持ち
や、郷土愛と周りの人々への感謝の思
いを育むとともに、地域で青少年を健
全に育てようとする気運を一層盛り上
げるため。

令和5年1月8日（日）
産業展示館北館1号ホール
参加者177人、来賓3人、実行委員6人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

不明
事業の実
施

事業の実
施、負担
金支出

行政 437,026 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課（長上
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

式典内容の変更
（恩師への花束贈
呈中止）
交流会中止
招待恩師の縮小

41

長上協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続
長上地区
自治会連
合会

今まで学習してき
た成果の発表する
場づくりや、地域
に住む人と協働し
て、すみやすいま
ちづくりのための
気運を醸成し、生
涯学習の推進を図
ることを目的とす
る。

長上協働センターにて下記の内容を実
施。
●地域ふれあい卓球大会
令和4年8月7日／延べ74人参加
●長上協働センターまつり
令和4年11月12日、13日／延べ554人参
加
●地域ふれあい清掃
令和4年12月10日／延べ116名参加
●地域ふれあいバドミントン大会
令和5年2月12日／延べ48人参加

学習成果を発表する場
づくりや、地域に住む
人々と協働して住みや
すいまちづくりのため
の気運を醸成し、生涯
学習の推進を図るため

不明
事業の実
施、負担
金支出

事業の実
施、負担
金支出

行政 399,520 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課（長上
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

飲食物販売中止

42

蒲協働セ
ンター地
域ふれあ
いフェス
タ事業

実行委
員会

継続
蒲地区自
治会連合
会

学習成果を発表す
る場づくりや、地域
に住む人々と協働
して住みやすいま
ちづくりのための気
運を醸成し、生涯
学習の推進を図る
ことを目的とする。

蒲協働センターにて下記の内容を実
施。
●蒲協働センターまつり
●劇団たんぽぽ公演
令和4年8月3日／60人参加
●親子ミニ四駆講座
令和4年8月6日
●子ども食堂
令和4年8月23日
●協働センター内美化活動
令和4年6月1日～令和4年6月15日、令
和4年9月3日～9月17日／延べ144人参
加

地域に住む人々と協働し
て住みやすいまちづくり
のため

双方
事業の実
施、負担
金支出

事業の実
施、負担
金支出

双方 437,064 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課
（蒲協働
セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・蒲協働センター
まつり飲食禁止
・環境美化活動
（草取り）を例年
の一斉実施から日
程を広くとり、密
を避け実施
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43

蒲・佐藤
小地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続

蒲・佐藤
小地区は
たちの集
い実行委
員会（蒲
地区自治
会連合
会、江東
地区自治
会連合
会）

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
い感謝の思いを育
むとともに、地域
で青少年を健全に
育てようとする気
運を一層盛り上げ
るため。

サーラプラザ浜松にてはたちの集い及
び撮影会を実施。
令和5年1月8日／192人参加
(新成人163人、来賓7人、委員22人)

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施、

事業の実
施、負担
金支出

行政 434,559 開催 5 5 4 5 5 東区

区民生活
課
（蒲協働
セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・密をさけるため
会場内を広く使
用。そのため、小
学生時恩師に遠慮
していただいて中
学生時の恩師のみ
招待して父母席も
設けなかった。
・茶話会中止とし
て式終了後、４０
分程度の撮影会を
行なった。

44

庄内地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

庄内地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようと
　する気持ちや、
郷土愛と周りの
人々への感謝の思
いを育むととも
に、地域で青少年
を健全に育てよう
と
　する気運を一層
盛り上げるため。

令和5年庄内地区はたちの集いを開催
する。
令和5年1月8日（日）
　10：00～11:45 式典・交流会
　参加人数 新成人69名 来賓14名

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会　形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金の
支出、事
務局事務

行政 159,750 開催 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
（庄内協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・会場変更(ホール
⇒体育館)
・受付方法の変更
(観覧希望の保護者
用受付を設置し連
絡先を記名)
・交流内容の変更
(茶話会(飲食有り)
⇒個別の写真撮影
会(飲食無し)

45

庄内地区
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

庄内協働
センター
地域ふれ
あい事業
実行委員
会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図るため。

コロナの影響により例年予定イベント
の内、以下のみ実施。
11月14日（土）庄内ウォーキング
10：00～11：30　参加人数　33人

12月10（土）ふれあいクリスマスコン
サート　14：00～16：00　参加人数
130名（予約制）

2月19日（日）協働センターまつり
来場者479名

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、実行委員
会形式で実施。

双方
事業の実
施

負担金の
支出及び
事業実
施・支援

双方 255,429 開催 5 4 4 5 5 西区

まちづく
り推進課
（庄内協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

例年は4イベント計
画するところ、夏
まつりを中止し、3
件のみとなった。

46

2022はま
なこ夏
フェスタ
開催事業

実行委
員会

継続

はまなこ
夏フェス
タ実行委
員会

浜松市西区南浜名
湖の観光資源の活
用や地場産品を広
くPRし、地域の観
光振興と活性化を
図る

【第１弾】
日時：令和4年7月17日（日）9時～15
時
・体験型イベント（海の安全生き物教
室、古代丸木舟乗船体験、貝殻アート
ワークショップ、サップヨガ 外）
・ビーチスポーツ大会（ビーチサッ
カー、ビーチバレー、青空フィットネ
ス、ラッキーボール投げ 外）

【第２弾】
日時：令和4年8月20日（土）9時30分
～15時
・ビーチスポーツ大会

区内の観光資源を活用
した地域振興を目的と
して地域の要望で始
まった経緯があり、地
域住民が主体的に実施
していく事業であるた
め

双方
企画・運
営

運営の助
言、負担
金支出

双方 2,000,000 開催 5 5 5 5 5 西区
まちづく
り推進課

　 影響なし 　

はまなこ夏
フェスタ事業
に関する協定
書
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47

第20回浜
名湖うな
ぎまつり
開催事業

実行委
員会

継続

浜名商工
会浜名湖
うなぎま
つり実行
委員会

浜松地域の資源で
ある浜名湖ブラン
ドの「うなぎ」を
広くPRし、停滞傾
向にある「うな
ぎ」の消費拡大を
行うと共に、「う
なぎ」の資源保護
や食文化の保護の
意識向上、及び浜
名湖地域の特産品
のPRと地域経済の
活性化を図る。

日時：令和4年11月6日(日）　9時30分
～15時30分
会場：浜名湖ガーデンパーク
来場者：17,487人
内容：浜名湖ブランドの「うなぎ」を
広くＰＲとともに西区地場産品を販売
する大物産展も実施

西区内の重要産業であ
るうなぎについて、う
なぎを取り巻く環境が
厳しいため、市として
もうなぎの食文化と資
源保護PRを推進してい
く必要性があるため。

双方
企画・運
営

運営の助
言、負担
金支出

双方 3,960,000 開催 5 5 5 5 5 西区
まちづく
り推進課

　 影響なし 　
浜名湖うなぎ
まつり事業に
関する協定書

48

雄踏地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

雄踏地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年雄踏地区はたちの集いの開催
開催日時
　令和5年1月8日(日)
　9:30～10:30 式典
会場
　THE HAMANAKO
　　2階シリウス
参加者
　20歳を迎える者111人
　来賓22人
　実行委員8人
　(20歳を迎える者除く)
　その他7人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業に必
要な役務
の提供

事務局、
実行委員
会の文書
事務及び
会計事務

双方 403,391 開催 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
(雄踏協
働セン
ター)

事業縮小・
内容変更

・式典の内容を見
直すことにより、
時間を短縮した。
・アトラクション
を取りやめた。

令和5年浜松
市雄踏地区は
たちの集いの
開催に関する
協定書

49

伊佐見地
区地域ふ
れあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続

伊佐見地
区地域ふ
れあい
フェスタ
事業実行
委員会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図るため。

・伊佐見ふれあい水車小屋コンサート
　10月2日（日）
　9：00～12：30
・協働センターまつり
　11月6日（日）
　9：00～15：00

地域に住む人々と協働
して住みやすいまちづ
くりを進めるため。

行政
負担金の
支出・事
業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

双方 374,968 開催 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
（伊佐見
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

協働センターまつ
りにおける飲食物
の取り扱いを概ね
見合わせた。

50

伊佐見・
和地地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

伊佐見・
和地地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

　令和5年伊佐見・和地地区はたちの
集いを開催する。
令和5年1月8日（日）
　10：00～12:00 式典・交流会
　参加人数 新成人225名 来賓14名

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政 事業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

行政 485,500 開催 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
（伊佐見
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・交流会における
飲食の中止
・介助者以外の保
護者の入場を不可
とした。
・交流会は着席の
まま進行
・席を離れる集合
写真撮影を最後に
実施
・体育館内全体に
新成人席を配置

25



相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

51

篠原地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

篠原地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる

令和5年篠原地区はたちの集いの開催
開催日時
　令和5年1月8日(日)
　13:00～15:00 式典・交流会
会場
　篠原協働センター体育館
参加者　161人
　内訳
　　20歳を迎える者　139人
　　来賓　2人
　　恩師14人
　　実行委員　6人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成１３
年から地域分散型によ
る実行委員会形式で実
施

行政
事業の実
施

負担金の
支出及び
事業実
施・支援

双方 340,415 開催 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
（篠原協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・来賓減少
・会場配置
・家族等の入場制
限
・交流会の内容変
更

令和5年浜松
市篠原地区は
たちの集いの
開催に関する
協定書

52

篠原協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

篠原協働
センター
地域ふれ
あい事業
実行委員
会

学習成果を発表す
る場づくりや地域
に住む人々と協働
して住みやすいま
ちづくりのための
気運を醸成し、生
涯学習の推進を図
ること

・篠原協働センター清掃活動
　令和4年6月4日・10月29日（土）
8:30～9:30　延べ129人
・さざんかコンサート
　令和4年9月25日（日）12:00～15:30
9団体97人
・篠原協働センターまつり
　令和4年11月12日（土）12:00～
15:30
　作品展示・ボッチャ大会
　令和4年11月13日（日）9:30～14:00
　作品展示・芸能発表・子どもイベン
ト

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、実行委員
会形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金の
支出及び
事業実
施・支援

双方 489,928 開催 5 5 5 4 5 西区

まちづく
り推進課
（篠原協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・会場配置
・開催内容の変更
・来場者の確認
・開催時間の短縮

令和5年浜松
市篠原地域ふ
れあいフェス
タ事業に関す
る協定書

53

神久呂協
働セン
ター地域
ふれあい
事業

実行委
員会

継続

神久呂協
働セン
ター地域
ふれあい
事業実行
委員会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の機運を醸成
し、、生涯学習の
推進を図る

神久呂協働センター地域でイベントを
開催し、地域の交流と文化発信等を行
う

10月　花いっぱい運動
11月　神久呂協働センターまつり
11月　花と感謝の宅配便
11月～3月　展示発表会

地域に住む人々と協働
して住みやすいまちづ
くりを進めるため。

行政
負担金の
支出・事
業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

双方 355,714 開催 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
（神久呂
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・ふれあいコン
サートの廃止
・内容の規模縮小
・参加者の体調確
認・検温、消毒
・開催時間の短縮

54

神久呂地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続

神久呂地
区はたち
の集い実
行委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年神久呂地区はたちの集いの開
催
開催日時
　令和5年1月8日(日)
　10:00～11:00
会場
　神久呂協働センター体育館
参加者　88人
　内訳
　　新20歳　76人
　　来賓　　 9人
　　実行委員 3人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
負担金の
支出・事
業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

双方 254,500 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
（神久呂
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

会場レイアウトの
変更や実行委員の
参列縮小

55

入野地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

入野地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる

令和5年入野地区はたちの集いの開催
開催日時
令和5年1月8日(日)
式典10時～11時
協働センター体育館
参加者277人
内訳
20歳を迎える者235人
来賓10人　恩師19人
実行委員13人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成１３
年から地域分散型によ
る実行委員会形式で実
施

行政
負担金の
支出・事
業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

双方 475,616 開催 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
（入野協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・式典時間短縮
・来賓減少
・家族等入場不可
・交流会中止

令和5年浜松
市入野地区は
たちの集いの
開催に関する
協定書
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相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
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協働
効果
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事業
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用
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協働
形態
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56

入野協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続

入野協働
センター
地域ふれ
あい事業
実行委員
会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図るため。

8月　入野地区ふるさと夏まつり（中
止）
11月　入野協働センターまつり
11月26日13:00～16:00
11月27日9:30～12:30
参加者　約800名

地域に住む人々と協働
して住みやすいまちづ
くりを進めるため。

行政
負担金の
支出・事
業実施

負担金の
支出・事
業実施・
事務局

双方 192,299 開催 5 5 5 5 5 西区

まちづく
り推進課
（入野協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・ふるさと夏まつ
り（中止）
・開催時間の短縮
・飲食の制限
・中学生ボラン
ティアの活動制限

57
舞阪地区は
たちの集い
開催事業

実行委
員会

継続

舞阪地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

舞阪地区はたちの集い
日時　令和5年1月8日（日）
受付　12時30分
式典　13時00分
会場　舞阪協働センター　ホール
はたち参加者　85人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

相手
事業の実
施

負担金の
支出及び
事務局と
しての事
務

行政 227,844 開催 5 4 5 5 5 西区
舞阪協働
センター

影響なし

58

おいしい
舞阪まる
ごと体験
フェア開
催事業

実行委
員会

継続

おいしい
舞阪まる
ごと体験
フェア実
行委員会

舞阪地区の冬の味
覚や地場産品のPR
と地産地消を推進
し産業の振興を図
る。

日時　令和5年2月4日（土）
場所　浜名湖ガーデンパーク
内容
・冬の味覚を体験できるイベント（牡
蠣むき体験等）
・水産物及び浜名湖周辺の地場産品の
販売
入場者　約8,000人

市と地元漁業者、水産
加工業者、商業者が産
業振興と地域活性化と
いう同じ目的のため協
働して事業実施してい
る。

相手
事業の実
施

負担金の
支出

双方 3,500,000 開催 5 5 5 5 5 西区
舞阪協働
センター

　 影響なし

59
舞阪えん
ばい朝市
開催事業

実行委
員会

継続

舞阪えん
ばい朝市
実行委員
会

春から秋にかけて
の海産物の販売を
通じて地域の活性
化を図る。

日時　令和4年6月18日（土）
　　　令和4年9月17日（土）
場所　弁天島海浜公園
内容
・水産物及び浜名湖周辺の地場産品の
販売
出店者数　各回24店舗
入場者　2,778人

市と水産加工業者、地
元漁業者、商業者が産
業振興と地域活性化と
いう同じ目的のため協
働して事業実施してい
る。

相手
事業の実
施

負担金の
支出

双方 1,000,000 開催 5 5 5 5 5 西区
舞阪協働
センター

事業縮小・
内容変更

生しらすの販売中
止

60

芳川・河
輪地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続

芳川地区
自治会連
合会
河輪地区
自治会連
合会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

芳川・河輪地区
はたちの集い
令和5年1月8日
受付開始9時30分
式典開始10時00分
会場：南陽協働センター　体育館
参加者258人（20歳を迎える人）

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

双方
事業の実
施

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局

行政 620,677 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（南陽
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

国歌斉唱を静聴に
変更
来賓、招待者の人
数縮小
感染対策（消毒、
検温、来場者記録
等）
式典後の交流会
を、飲食不可とし
て実施
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相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価
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ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
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開催
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協働
形態

実施
状況

相手方

61

南陽協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続

南陽協働
センター
活動推進
委員会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図るため

①協働センターまつり
　令和4年9月25日
　芸能発表、作品展示
　来場者：637人

②春よこいこいコンサート
　令和5年1月28日
　演奏家を招いたコンサート
　来場者：52人

③町別対抗男女混合
　バレーボール大会
　令和5年3月5日
　参加チーム：8チーム
　参加人数：106人

地域に存在する自治
会、地区社会福祉巨議
会、小・中学校、体育
協会等の協力を仰ぎ事
業を円滑かつ効率的に
推進するため

双方
負担金の
支出・事
業の実施

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局

双方 358,888 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（南陽
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

協働センターまつ
りにおける模擬店
及びバザーの中
止、飲食行為の自
粛

62
新津地区
はたちの
集い

実行委
員会

継続
新津地区
自治会連
合会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

新津地区はたちの集い
令和5年1月8日
受付開始9時30分
式典開始10時00分
会場：新津協働センター　体育館
参加者96人（20歳を迎える者）

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実施

行政

負担金の
支出・事
業の企画
運営

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局の設置

双方 198,085 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（新津
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

新型コロナウイル
ス感染拡大防止の
ため、会場を新津
協働センター附設
体育館にて実施し
た。
交流会の時間を短
縮した。

63

　新津協
働セン
ター地域
ふれあい
事業

実行委
員会

継続
新津地区
自治会連
合会

学習してきた成果
を発表する場づく
りや、地域に住む
人々と協働して、
住みやすいまちづ
くりのための気運
を醸成し、生涯学
習の推進を図る

(1)「好きです新津」ふれあいフェス
タ
令和4年6月19日（日）
内容：音楽フェスティバル、輪投げ大
会
(2)新津協働センター大掃除
令和4年10月29日（土）
内容：地域活動団体による協働セン
ターの掃除
(3)新津協働センターまつり
令和4年11月20日（日）
内容：地域活動団体による学習成果の
発表など

地域活動団体の学習成
果の場を提供するとと
もに地域住民が参加し
やすいイベントにする
ため自治会及び各種団
体の協力を仰ぎ円滑に
事業を推進するため

行政

負担金の
支出・事
業の企画
運営

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局の設置

行政 356,250 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（新津
協働セン
ター）

来場者ア
ンケート
実施

事業縮小・
内容変更

協働センターまつ
りは、体育館での
作品展示と芸能発
表のみで規模縮小
とした。

64

駅南・白
脇地区成
人式開催
事業

実行委
員会

継続

駅南地区
自治会連
合会
白脇地区
自治会連
合会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

はたちの集い
令和5年1月8日(日）
会場：アクトシティ浜松
参加者：183人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 457,569 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（白脇
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

式典後の交流会
を、飲食不可とし
て実施した。
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65

白脇協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続
白脇地区
自治会連
合会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図る

協働センター大掃除
　令和4年11月12日
白脇まつり
　令和4年11月13日
茶問屋ショーゴ
　令和5年3月4日

地域団体や地域住民と
協働することにより事
業を効率的に進めるこ
とができる。

行政

負担金支
出
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 310,890 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（白脇
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

一部事業中止（ふ
れあいコンサー
ト）、白脇まつり
は体育館での作品
展示と芸能発表の
みの規模縮小開
催。

66

江南地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

五島地区
自治会連
合会
砂丘自治
会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

江南地区はたちの集い
令和５年１月８日
受付開始9時30分
式典開始10時00分
会場：五島協働センター体育館
参加者43人（20歳を迎える人）

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金の
支出・事
業の実
施・事務
局

行政 190,031 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（五島
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

会場をホールから
体育館に変更
国歌斉唱を静聴に
変更
交流会を75分から
45分に変更
感染対策(消毒、検
温、来場者記録）

令和５年浜松
市江南地区は
たちの集い開
催に関する協
定書に基づく
事業

67

五島協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続
五島地区
自治会連
合会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図るため

1 五島協働センターまつり、天文台ま
つり
令和4年12月10日（土）、11日（日）
地域活動団体による芸能発表及び地域
団体の作品展示等
2 五島協働センター大掃除
令和4年12月3日（土）
地域活動団体による協働センターまつ
り準備及び清掃
3 ふれあいコンサート
令和5年3月12日（日）
音楽フェスティバル
4 ハッピー浜特マーケット
令和4年11月12日（土）
浜松特別支援学校による作業製品展示
兼販売会

行政と地域が協働する
ことで学習成果を発表
する場づくりや、地域
住民が触れ合う場を提
供し、事業を円滑に推
進するため

行政

負担金の
支出、事
業の企
画・運営

負担金の
支出、事
業の実
施、事務
局

双方 262,395 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（五島
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

受付方法変更によ
る来場者把握、協
働センターまつり
における模擬店・
飲食の自粛、一部
事業中止（シニア
クラブ輪投げ大
会、第2回ハッピー
浜特マーケット）

令和４年度五
島協働セン
ター地域ふれ
あい事業に関
する協定書に
基づく事業

68

可美地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続
可美地区
自治会連
合会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

可美地区はたちの集い
　令和5年1月8日（日）
　受付開始9時30分
　式典開始10時00分
　会場：可美公園ホール
　参加者：93人（20歳を迎えるも
の）、他107人参加（家族、ボラン
ティア等）

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
負担金の
支出、事
業の実施

負担金の
支出、事
業の実
施、事務
局

双方 211,674 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（可美
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

国歌の斉唱を演奏
に変更、受付方法
の変更等により感
染リスクを抑えた

29



相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

69

可美協働
センター
地域ふれ
あい事業

実行委
員会

継続
可美地区
自治会連
合会

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を醸成し、
生涯学習の推進を
図るため

　可美地区花いっぱい運動、可美グラ
ンドゴルフ大会、可美協働センターま
つり、サイコロダーツ普及交流事業、
緑の体験活動、ももの里コンサート
延1,526人参加

地域と連携することに
より、学習成果を発表
する場づくりや、地域
に住む人々が住みやす
いまちづくりのための
気運を醸成し、生涯学
習の推進を図るため協
働するもの

行政
負担金の
支出、事
業の実施

負担金の
支出、事
業の実
施、事務
局

双方 291,285 開催 5 5 5 5 5 南区

区民生活
課（可美
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

受付方法の変更、
イベントの縮小や
事業計画からの削
除により感染リス
クを抑えた

70
北区Deま
つり2023

実行委
員会

継続
北区Deま
つり実行
委員会

北区内の一体感の
醸成と北区の魅力
発信
集客目標10千人

・物産展による北区の特産品の発信
・ステージイベントによる北区の市民
活動や芸能等の発信
・企画展示による区内の市民活動団体
等の活動啓発

旧浜松市地域と旧引佐
郡地域からなる北区に
とって、区民の一体感
の醸成が急務であった
ことから、各地域のま
ちづくり協議会を中心
に企画・運営するイベ
ントが必要であった。

行政
企画・運
営

企画・運
営に対す
る助言、
負担金の
拠出

行政 5,578,067 開催 5 5 4 5 5 北区 区振興課
事業縮小・
内容変更

・実施会場の見直
し
・規模の縮小

71

都田・新
都田地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

都田・新
都田地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや。郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする機運
を一層盛り上げる
ため.

開催日：令和5年1月8日(日)
会場：サーラ音楽ホール
第一部　式典
第二部　交流会
参加者　86名

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

双方
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 359,830 開催 5 4 4 4 4 北区

まちづく
り推進課
（都田協
働セン
ター）

影響なし 　

72

都田協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

都田協働
センター
まつり実
行委員会

地域において、学
習成果を発表する
場づくりや、地域
に住む人々と協働
して住みやすいま
ちづくりのため気
運を醸成し、生涯
学習の推進を図る
ことを目的とす
る。

・グラウンドゴルフ大会
開催日:令和4年11月3日(木・祝)
会場:都田小学校グラウンド
参加者:30名
・附設体育館周辺草刈り・清掃
開催日:令和4年12月3日(土)
会場：都田協働センター附設体育館
参加者:32名
・都田協働センターまつり
開催日:令和5年1月29日(日)
会場:都田協働センター附設体育館

地域活動団体の積極的
な参加により、団体同
時の横のつながりがで
きた。

双方
企画・運
営、負担
金支出

企画・運
営、負担
金支出

双方 264,690 開催 5 4 4 4 4 北区

まちづく
り推進課
（都田協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

シニア輪投げ大会
(9月)開催を中止

73
第70回
浜松市姫
様道中

実行委
員会

継続
浜松市姫
様道中実
行委員会

姫街道の歴史・文
化を継承していく
とともに、市民協
働による地域づく
りに寄与すること
を目的とする。

姫様道中の開催
日時：令和5年3月25日（土）
会場：都田川桜堤ほか
内容：姫様の行列を再現
入込客数：約8,000人

地元自治会や青年団な
どが地域のお祭りをま
とめ、住民が楽しめる
お祭りとして実施

双方

企画・運
営、広
報、会計
処理

運営、安
全対策、
会場設
営、各種
申請　な
ど

双方 6,800,000 開催 4 4 3 4 4 北区
まちづく
り推進課

住民及び
参加者へ
のアン
ケートの
実施

事業縮小・
内容変更

物産展の中止
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74

三方原地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続

三方原地
区はたち
の集い実
行委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

三方原地区成人式
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：浜松市教育会館
参加者：148人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 370,689 開催 5 5 5 4 4 北区

まちづく
り推進課
（三方原
協働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

・来賓の縮小
・成人の親族等の
会場への参加中止
・式典の時間短縮

75

細江地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

細江地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

○細江地区はたちの集い
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：みをつくし文化センター
参加者：167人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 352,014 開催 5 4 4 4 4 北区
まちづく
り推進課

事業縮小・
内容変更

・来賓の縮小
・親族の会場への
参加制限
・式典の時間短縮

76

第34回浜
松市いな
さ人形劇
まつり

実行委
員会

継続

浜松市い
なさ人形
劇まつり
実行委員
会

家族のふれあいの
場の提供、情操豊
かな子供の育成を
目指す「浜松市い
なさ人形劇まつ
り」の実施

令和4年11月12日、13日
引佐協働センター他
公演延数27公演、（プロ24公演、アマ
3公演）、野外ステージ公演、アーカ
イブ配信　等

「浜松市いなさ人形劇
まつり実行委員会」
は、地域で継続して実
施してきた人形劇まつ
りを地域が主体とな
り、地域ぐるみで企
画、運営している。

不明
事業の実
施

負担金の
支出、運
営の助言

双方 6,000,000 開催 5 3 3 5 5 北区
引佐協働
センター

事業縮小・
内容変更

令和2年、3年は無
観客でまつりを開
催し、公演を
YouTube配信した。
令和4年は人数を制
限する有観客開催
で、アーカイブ配
信（録画配信）も
行った。

77

引佐地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

引佐地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため

令和5年1月8日（日）
引佐多目的研修センター
参加者：113人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実施

不明
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 273,691 開催 5 4 5 4 4 北区
引佐協働
センター

事業縮小・
内容変更

第2部の催しを変更
した（抽選会、恩
師からの激励のこ
とば）

令和5年浜松
市引佐地区は
たちの集いの
開催に関する
協定書

78

引佐協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

引佐協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ実行
委員会

学習成果の発表、
住みやすいまちづ
くりの気運の醸
成、生涯学習の推
進を目指す「引佐
文化祭」の実施

令和4年11月5日、6日
引佐多目的研修センター
出展・出演者：171人
延べ来場者：316人

「地域ふれあいフェス
タ実行委員会」は地域
で継続的に実施してき
たイベントであり、地
域が主体となり、地域
ぐるみで企画、運営し
ている。

不明
企画・運
営運営

企画・運
営、負担
金支出

行政 249,340 開催 4 5 5 4 5 北区
引佐協働
センター

事業縮小・
内容変更

令和2年度は中止、
令和3年度は出店者
のみで開催した。
令和4年度は感染対
策を徹底し有観客
で開催した。

令和4年度引
佐協働セン
ター地域ふれ
あいフェスタ
事業に関する
協定書
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79

三ヶ日地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続

三ヶ日地
区はたち
の集い実
行委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年浜松市三ヶ日地区はたちの集
い
令和5年1月8日（日）
会場：三ヶ日文化ホール
参加者（20歳を迎える方）：105人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出
事業の実
施

行政 257,372 開催 5 4 5 5 4 北区
三ヶ日協
働セン
ター

事業縮小・
内容変更

・国歌斉唱を国歌
静聴に変更
・椅子の並び方等
のソーシャルディ
スタンスの確保

80

浜名地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

新規

浜名地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

浜名地区はたちの集い
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：浜北文化センター
参加者：197人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
企画・運
営

企画・運
営、負担
金支出

行政 511,274 開催 5 5 5 5 4 浜北区

まちづく
り推進課
（浜名協
働セン
ター）

影響なし

81
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

　浜名協
働セン
ター地域
ふれあい
フェスタ
実行委員
会

 学習成果を発表
する場づくりや、
地域に住む人々と
協働して住みやす
いまち
づくりのための気
運を醸成し、生涯
学習の推進を図る
ことを目的とす
る。

　協働センターまつり
　令和４年12月10日（土）・11日
（日）

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成27年
から実行委員会を立ち
上げ、地域の団体等と
市と協働し負担金方式
により実施。

行政
企画・運
営・負担
金支出

企画・運
営、負担
金支出

行政 187,227 開催 5 5 5 5 5 浜北区

まちづく
り推進課
（浜名協
働セン
ター）

影響なし 　

82

麁玉地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

新規

麁玉地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、２
０歳の節目に改め
て大人としての責
任を自覚し、社会
に貢献しようとす
る気持ちや、郷土
愛と周りの人々へ
の感謝の思いを育
むとともに、地域
で青少年を健全に
育てようとする機
運を一層盛り上げ
るため。

令和５年浜松市麁玉地区はたちの集い
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：はまきたプラザホテル2階飛鳥
の間
出席者（はたちの方）：96名

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

行政 269,419 開催 5 4 4 4 4 浜北区

まちづく
り推進課
（麁玉協
働セン
ター）

その他

交流会は、飲食を
禁止し、クラスご
との記念撮影会と
した。

83

麁玉協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ事業

実行委
員会

継続

麁玉協働
センター
地域ふれ
あいフェ
スタ実行
委員会

地域において、学
習成果を発表する
場づくりや、地域
に住む人々と協働
して住みやすいま
ちづくりのための
気運を醸成し、生
涯学習の推進を図
る。

麁玉協働センターまつり
令和4年11月19日（土）11月20日
（日）
に、センターで活動する「演目発表」
及び「作品展示」を行う。

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、実行委員
会形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
業の実施

行政 219,901 開催 5 4 4 4 4 浜北区

まちづく
り推進課
（麁玉協
働セン
ター）

事業縮小・
内容変更

露店飲食の販売等
を中止し敷地内で
の飲食を禁止し
た。
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84

赤佐・中
瀬地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

新規

赤佐・中
瀬地区は
たちの集
い実行委
員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

令和5年浜松市赤佐・中瀬地区はたち
の集い
開催日：令和5年1月8日（日）
会場：はまきたプラザホテル2階飛鳥
の間
出席者（はたちの方）：178人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。（浜北区は令和5
年から）

行政
事業の実
施

負担金支
出及び
事業の実
施

行政 435,272 開催 5 4 4 4 4 浜北区

まちづく
り推進課
中瀬協働
センター

事業縮小・
内容変更

交流会は飲食を禁
止とし、クラス毎
の記念撮影のみと
した。

85

中瀬協働
センター
ふれあい
フェスタ
事業

実行委
員会

継続

中瀬協働
センター
活動推進
委員会
中瀬地区
自治連
赤佐地区
自治連

学習成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して住みやすい
まちづくりのため
の気運を高め、生
涯学習の推進を図
る。

中瀬協働センターまつり
開催日：令和4年11月12日(土)・13日
(日)
参加者：延べ875人

地域住民と協働するこ
とが事業目的を達成す
るための効果的な形態
として、実行委員会形
式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び
事業の実
施

行政 224,741 開催 5 4 4 4 4 浜北区

まちづく
り推進課
中瀬協働
センター

事業縮小・
内容変更

施設内での飲食を
禁止とした。

86

令和５年
北浜地区
はたちの
集い

実行委
員会

新規

北浜地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、２
０歳の節目に改め
て大人としての責
任を自覚し、社会
に貢献しようとす
る気持ちや、郷土
愛と周りの人々へ
の感謝の思いを育
むとともに、地域
で青少年を健全に
育てようとする機
運を一層盛り上げ
るため。

北浜地区(北浜中学校区及び北浜東部
中学校区)在住者を中心に、２０歳を
迎える人を地域を上げて祝福するた
め、令和５年１月８日(日)に浜北文化
センター大ホールにて開催。２０歳を
迎える当事者の参加者数３２８人。

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、今回から
地域分散型による実行
委員会形式で実施。

行政
企画・運
営

事務局 行政 729,998 開催 5 4 4 4 4 浜北区

まちづく
り推進課
北浜南部
協働セン
ター

その他
各種感染症対策の
実施

87

北浜南部
協働セン
ター地域
ふれあい
フェスタ
事業（北
浜南部協
働セン
ターまつ
り）

実行委
員会

継続

北浜南部
協働セン
ター地域
ふれあい
フェスタ
実行委員
会

これまで学習して
きた成果を発表す
る場づくりや、地
域に住む人々と協
働して、住みやす
いまちづくりのた
めの機運を醸成
し、生涯学習の推
進を図る。

「北浜南部協働センターまつり」とし
て令和４年１１月２６日(土)・２７日
(日)に、センターで活動する団体によ
る「演技発表」「作品展示」を行う。

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、実行委員
会形式で実施。

行政
事業の実
施

負担金支
出及び事
象の実施

行政 224,674 開催 5 4 4 4 4 浜北区

まちづく
り推進課
北浜南部
協働セン
ター

事業縮小・
内容変更

バザー（模擬店）
の中止
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88

天竜区サ
イクリス
ト誘致事
業

実行委
員会

継続

天竜区サ
イクリス
ト誘致実
行委員会

天竜区の自然景観
等の魅力をＰＲす
るサイクルイベン
ト等を実施し、交
流人口の拡大を図
る。

イベント「天竜サイクルツーリズム」
の開催
駐輪スタンドの設置などの環境整備

H18市委託事業として
開始
H25実行委員会を立ち
上げ、地域主体による
事業に切り替えた。

双方
企画・運
営

事務局、
運営の助
言、負担
金支出

行政 499,648 開催 5 5 5 5 4 天竜区
まちづく
り推進課

　 影響なし 　

89
天竜産業
観光まつ
り

実行委
員会

継続

天竜産業
観光まつ
り実行委
員会

天竜地域の歴史や
文化などの魅力を
発信し、交流人口
の拡大、産業観光
振興による地域活
性化を図る。

天竜産業観光まつりの開催
令和4年11月3日
物産展(57店舗)、ＰＲイベント等
参加者：8,300人

商工会や観光協会を中
心とした地域団体や市
民、行政による実行委
員会により事業を実施

双方
企画・運
営

運営補
助・助
言、負担
金支出

双方 3,994,000 開催 5 5 4 5 4 天竜区
まちづく
り推進課

　 影響なし 　

90
天竜芸術
祭芸能発
表会

実行委
員会

継続

天竜芸術
祭芸能発
表会実行
委員会

天竜区民による芸
能発表会を開催
し、区民の文化振
興の向上を図るこ
とを目的とする

天竜芸術祭芸能発表会の開催
日時：例年10月末日（日）9：30～
16：30
会場：天竜壬生ホール
内容：天竜地域に在住在勤在学又は天
竜地域内の文化団体に所属する市民を
対象とした舞台芸術の発表会
【R4の実績】
令和４年10月30日（日）
出演：18団体(205人)　入場者：のべ
632人

市が事務局となり、芸
能発表等に精通してい
る市民が協働で芸能発
表会を開催することに
より、円滑でレベルの
高い運営や多くの市民
に認知される事業とな
るため

不明
企画・運
営

事務局、
負担金支
出

双方 635,000 開催 5 5 4 4 5 天竜区
まちづく
り推進課

事業縮小・
内容変更

・出演団体数：20
団体上限として募
集。希望した20団
体のうち、2団体が
辞退
・ホールの入場制
限（上限237人）
・例年行っていた
演目終了後の抽選
会の中止

地域力向上事
業

91
天竜芸術
祭美術展

実行委
員会

継続

天竜芸術
祭美術展
実行委員
会

天竜区民に芸術創
作の発表及び鑑賞
の機会を提供し、
天竜区内の芸術文
化の振興を目的と
する。

天竜芸術祭美術展の開催
内容：天竜区内に在住在勤在学、又は
天竜区内の文化団体に所属する市民を
出品対象とした美術展の開催
【R4(第18回）の実績】
令和4年11月23日（水・祝）～11月26
日（土）
会場：二俣協働センター
出品点数：184点
入場者数：570名

市が事務局となること
で、会員が高齢化しつ
つある文化協会の事務
の負担が軽減されるた
め。

双方
企画・運
営

事務局、
負担金支
出

行政 850,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
まちづく
り推進課

事業縮小・
内容変更

地域力向上事
業

92
天竜文芸
発行

実行委
員会

継続

天竜区文
芸誌発行
事業実行
委員会

天竜区文芸誌を天
竜区民自らの手で
企画し、発行する
ことにより、天竜
区の魅力ある個性
的な文化の創造を
図るとともに、天
竜区民が芸術文化
活動への理解を深
め、芸術文化の分
野において区の一
体感を高めること
を目的とする

『天竜文芸13号』の発行
発行日：12月21日
部数：500部
（図書館等関係機関へ配布187部、販
売313部）
仕様：Ａ5判　202頁＋奥付
掲載点数：132点
編集会議数　４回

市が事務局となり、文
芸作成に意欲のある市
民と協働で発行事業に
取り組むことで、多く
の市民に認知される事
業となるため

双方
企画・運
営・編集

事務局、
負担金支
出

双方 356,536 開催 5 5 5 5 5 天竜区
まちづく
り推進課

その他

編集会議における
コロナ対策の実施
（マスク着用、検
温、手指消毒、換
気、会議時間の短
縮化）

地域力向上事
業
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93

天竜・龍
山地区は
たちの集
い開催事
業

実行委
員会

継続

天竜・龍
山地区は
たちの集
い実行委
員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため

浜松市天竜・龍山地区はたちの集いの
開催
開催日:令和５年１月８日（日）
会場:天竜壬生ホール
内容:第一部式典、第二部交流会
出席者：新成人130人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

行政
企画・運
営

事務局、
負担金支
出

行政 341,500 開催 5 4 5 5 5 天竜区

まちづく
り推進
課・龍山
協働セン
ター

事業縮小・
内容変更

・密にならない入
退場方法、座席指
定の実施
・観覧席なし（保
護者等の入場禁
止）
・ライブ配信のを
委託により実施
・第2部交流会を中
止し、記念撮影の
み実施

94
すみれの
里づくり
事業

実行委
員会

継続
春野ふる
さと力向
上委員会

「すみれの里・春
野」のイメージ定
着とともに、白井
鐵造氏の功績を伝
承し、この地域の
魅力を広く地域内
外へＰＲする。

すみれの里づくりに係る各種事業
・シンボル花壇の管理（通年）
・中学校入学生へ花桃の苗贈呈（4
月）
・白井鉄造取材対応等
・宝塚歌劇団関係者との連絡調整

旧春野町時代から行
政、地域住民、各種団
体が一体となり、名誉
市民である白井鐵造氏
を軸とした宝塚歌劇
団、宝塚市との交流な
ど特色ある事業を展開
してきているため。

双方
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

双方 125,680 開催 5 5 4 5 5 天竜区
春野協働
センター

地域力向
上事業の
事後評価
において
区行政推
進会議、
区協議会
において
評価

事業縮小・
内容変更

一部事業中止
・宝塚歌劇団との
交流事業

95
はるの産
業まつり

実行委
員会

継続

はるの産
業まつり
実行委員
会

春野地域発展の基
盤である産業振興
を一層向上させる
ため、農林・水
産・商工・観光等
各部門の生産者、
取扱業者及び関連
諸団体が主体とな
り、それぞれ活力
ある人づくりと地
場産業育成の場と
し、地域事業者等
がテント村を一同
に介し、それぞれ
の物産等を展示即
売することによ
り、産業まつり以
後の販路拡大を図
るために開催され
るイベントに係る
事業費の補助を目
的とする。

第47回はるの産業まつりの開催
日時：令和4年11月
場所：春野協働センター周辺
内容：地場産品の販売
※コロナウイルス感染症の感染拡大を
考慮し、規模を縮小して実施。

実行委員会に行政が加
わり、市民協働団体と
企画・運営を行うこと
で、事業の目的を達成
することに繋がると判
断したため。

双方
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

双方 3,443,000 開催 5 5 4 5 5 天竜区
春野協働
センター

来場者、
出展者に
アンケー
トを実施

事業縮小・
内容変更

・出展者の減少
・来場者の減少
・ステージ、子供
の遊び場等の設置
取り止め

96

区内文化
施設を活
用した文
化振興事
業
「春野文
化講演
会」

実行委
員会

継続
春野ふる
さと力向
上委員会

文化センターにお
いて、地域住民と
協働して文化講演
会等を開催し文化
振興を図る。

文化講演会
日時：令和5年3月11日（土）
会場：春野文化センター
内容：小和田哲男講演会「三方ヶ原の
戦い後の徳川家康－気田の戦いと犬居
城の天野氏－」
入場者数：204名

地域住民と協働で事業
内容を検討し開催する
ことにより、地域の文
化事業への関心を高め
るとともに、地域の方
を中心に施設を日常的
に利用していただける
きっかけにもなるた
め。

行政
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

双方 655,000 開催 5 4 4 5 5 天竜区
春野協働
センター

講演会来
場者にア
ンケート
実施

事業縮小・
内容変更

１階の座席のみを
使用し入場者数を
制限した。そのた
めに事前申し込み
制で実施した。
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97

春野青少
年健全育
成推進事
業

実行委
員会

継続

春野青少
年健全育
成推進事
業実行委
員会

青少年健全育成を
推進するための各
種事業の実施

○ふるさと少年少女教室の開催
日時：令和4年6月～12月（開催回数：
5回）
会場：春野文化センター他
内容：軽スポーツ教室、ものづくり教
室などの体験活動を実施
参加者：20人（小4～小6）
○中高生ボランティア研修の実施
日時：令和4年7月～令和4年12月（実
施日数：16日）
会場：春野文化センター、春野図書館
他
内容：ふるさと少年少女教室や図書館
業務補助などのボランティア活動を実
施
参加者：23人（中高生）

学校を始め、青少年の
健全な育成に関わる団
体・機関と、協働で事
業を進めていくことに
より、地域全体で子ど
もを育て見守っていく
という環境を維持して
いくため。

行政
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

行政 332,000 開催 5 4 4 5 5 天竜区
春野協働
センター

参加した
小学生・
中高生に
アンケー
ト実施

事業縮小・
内容変更

【ふるさと少年少
女教室】
・8月のアドベン
チャースクールin
勝坂中止
・12月のものづく
り教室内容変更

98

春野地区
はたちの
集い開催
事業

実行委
員会

継続

春野地区
はたちの
集い実行
委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の気持ちを育
むとともに、地域
で青少年を健全に
育てようとする気
運を一層盛り上げ
るため。

日時：令和5年1月8日
会場：春野協働センター
新成人：23人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実施

行政
企画・運
営

運営の助
言、協
力、負担
金支出

行政 109,000 開催 5 4 4 5 5 天竜区
春野協働
センター

実行委員
会委員よ
り感想、
意見、改
善点など
を聞き取
り

事業縮小・
内容変更

・参加者のマスク
着用
・式典後の交流会
簡略化
・中学生ボラン
ティア参加を準備
のみに限定

99

佐久間地
区はたち
の集い開
催事業

実行委
員会

継続

佐久間地
区はたち
の集い実
行委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

はたちの集い開催
日時：令和5年1月2日
会場：佐久間歴史と民話の郷会館
対象者：16名

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

双方
企画・運
営

運営の助
言、負担
金の支出

行政 123,410 開催 5 5 5 5 4 天竜区
佐久間協
働セン
ター

はたちの
集い対象
者へのア
ンケート
実施

影響なし

100

さくま国
際交流音
楽指導講
座

実行委
員会

継続

さくま国
際交流音
楽指導講
座実行委
員会

元ウィーン・フィ
ルハーモニー管弦
楽団バストロン
ボーン奏者「カー
ル・ヤイトラー」
氏を招聘し、音楽
に対するより深い
理解と演奏技術の
向上、国際感覚の
醸成を目指す。

さくま国際交流音楽指導講座の開催
〇期間：令和4年9月29日～10月2日
〇会場：佐久間歴史と民話の郷会館他
〇内容
　学校吹奏楽部指導
　一般団体指導
　学校訪問ｺﾝｻｰﾄ
　ｳｨｰﾝ交流ｺﾝｻｰﾄ

この事業の趣旨に賛同
いただいてる団体や地
域で活動する音楽団体
へ実行委員会を依頼す
ることにより、事業目
的を達成するために最
も効率よく進めること
ができるため。

双方
企画・運
営

運営の助
言、負担
金の支出

行政 2,266,800 開催 5 4 4 5 5 天竜区
佐久間協
働セン
ター

ウィーン
交流コン
サート開
催時に来
場者アン
ケート実
施

影響なし 　
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101

天竜区交
流促進事
業（フェ
スタさく
ま）

実行委
員会

継続
フェスタ
さくま実
行委員会

イベントを開催す
ることで、集客に
よる地域の活性化
や産業振興の発展
を目指す。

2022フェスタさくま開催
○日時：令和4年10月13日（日）
○会場：佐久間歴史と民話の郷会館駐
車場
○内容：物産展、伝統芸能等ステージ
ショー

産業の活性化を目指し
て始まったイベントで
あり、地域の商工・産
業を担っている商工会
が実行委員会となるこ
とで事業を効率的に行
うことができるため。

双方
企画・
運営

運営の
助言、
協力、
負担金
の支出

双方 2,005,000 開催 5 5 5 5 5 天竜区
佐久間協
働セン
ター

来場者・
出店者へ
のアン
ケート実
施

事業縮小・
内容変更

・開催時間の短縮
・ステージショー
や物産店出店者の
参加者数の縮減
・入場時など手指
消毒・人件費など
必要経費の増額

102

蕎麦の里
づくり事
業（佐久
間新そば
まつり）

実行委
員会

継続

佐久間新
そばまつ
り実行委
員会

・佐久間での蕎麦
のイメージを高
め、交流人口増加
を促し、蕎麦の生
産振興やそば打ち
の普及などによる
地産地消を推進す
る。
・中山間地域と都
市部との交流機会
の提供機会を増や
し、地域の活性化
を図る。

第23回佐久間新そばまつり開催
○日時：和5年1月21,22日（土・日）
○会場：旧佐久間協働センター駐車場
及び歴史と民話の郷会館
○内容：そばの味くらべ広場、そば打
ち実演、物産展等

NPO法人がんばらまい
か佐久間で、そばの収
穫や地域間交流に携わ
るようになった。佐久
間のそばについて市と
一体的、包括的に考え
ることができるように
なったため。

双方
企画・
運営

運営の
助言、
協力、
負担金
の支出

双方 1,101,000 開催 5 5 5 5 5 天竜区
佐久間協
働セン
ター

来場者・
出店者へ
のアン
ケート実
施

事業縮小・
内容変更

・対面式となるそ
ば打ち体験を中止
・入場時など手指
消毒・人件費など
必要経費の増額

103

自然との
対話マッ
プ作製事
業

実行委
員会

継続

自然との
対話マッ
プ作製実
行委員会

・トレッキングや
ウォーキングコー
スなどの健康的な
活動の提案をし、
活動による健康増
進と複線的な観光
集客を図る。
・観光人口増加に
よる地域の活性化
を図る。

○「さくまぐるりんマップ」作成
○ARをマップ上のコンテンツに連動さ
せる。
○紙媒体及びインターネトでの配布、
配信

佐久間地域で合併前に
作ったマップを、イン
ターネットの普及した
現代で活用できるよ
う、作成当時関わりが
ある観光協会を主とす
る実行委員会に依頼す
ることで事業を効率よ
く進めることができる
ため。

双方
企画・
運営

運営の
助言、
協力、
負担金
の支出

双方 2,300,000 開催 5 5 5 5 5 天竜区
佐久間協
働セン
ター

影響なし 影響なし

104

天竜川と
ともに生
きる文化
伝承事業

実行委
員会

継続

天竜川と
ともに生
きる文化
伝承事業
実行委員
会

天竜川をテーマに
慣れ親しんだ天竜
川を地域住民に意
識してもらい、ほ
こりを育むととも
に都市部住民が
「水」を育む中山
間地域を意識し、
中山間地域住民と
の新たな交流や関
わりの増大を図
る。

〇体感機会提供事業
　「佐久間ダム竜神まつり」の開催
日時：令和4年10月30日（日）
会場：佐久間ダム湖岸広場
内容：竜神の舞披露、湖上打上花火、
ダム堰堤内探検等

○情報提供事業
　天竜川にまつわる佐久間地域の行事
や見所などを情報配信した。

佐久間ダム建設時の慰
霊を行うために始まっ
たダムまつりである
が、現在では佐久間ダ
ムに興味のある人に向
けた地域活性化の手段
となっている。そのた
め、観光協会が主体と
なることで効率よく事
業を進めることができ
る。

双方
企画・
運営

運営の
助言、
協力、
負担金
の支出

双方 2,000,000 開催 5 5 5 5 5 天竜区
佐久間協
働セン
ター

事業縮小・
内容変更

・シャトルバスの
乗車人数を減員。
それによる待ち時
間の増加。
・コロナ対策のた
めの人員の増員等
による必要経費の
増額。
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105
水窪地区
成人式開
催事業

実行委
員会

継続
水窪地区
成人式実
行委員会

地域の人々の温か
な祝福により、20
歳の節目に改めて
大人としての責任
を自覚し、社会に
貢献しようとする
気持ちや、郷土愛
と周りの人々への
感謝の思いを育む
とともに、地域で
青少年を健全に育
てようとする気運
を一層盛り上げる
ため。

成人式の開催
開催日：令和5年1月3日
会場：水窪文化会館
新成人：10名

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態として、平成13年
から地域分散型による
実行委員会形式で実
施。

双方
企画・
運営

運営の助
言、負担
金の支出
に関する
こと

行政 110,742 開催 5 4 4 4 4 天竜区
水窪協働
センター

事業縮小・
内容変更

国歌を音源のみ。
観覧を関係者の
み。

106
講座等開
催事業

実行委
員会

継続

水窪文化
会館生涯
学習講演
会実行委
員会

水窪地区の生涯学
習の向上を図るた
め。

サマーコンサートの開催
開催日：令和4年7月8日（金）
会場：水窪文化会館
内容：アンサンブルユニット・クオー
レによる演奏会
来場者：150人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態であり、住民の望
む内容に対応できう
る。

双方
事業の実
施

運営の助
言、負担
金の支出
に関する
こと

行政 255,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
水窪協働
センター

事業縮小・
内容変更

入場者数制限。

107

区内文化
施設を活
用した文
化振興事
業

実行委
員会

継続

水窪文化
会館生涯
学習講演
会実行委
員会

水窪地区の生涯学
習の向上を図るた
め、及び水窪文化
会館の利用促進を
図るため。

みさくぼミュージックフェスティバル
会場：水窪文化会館
内容：浜松市内で活動している音楽愛
好家による演奏会
①第１回
開催日：令和4年5月28日（土）
来場者：150人
②第２回
開催日：令和5年2月26日（日）
来場者：100人

事業目的を達成するた
めの最も効果的な協働
形態であり、住民の望
む内容に対応できう
る。

双方
事業の実
施

運営の助
言、負担
金の支出
に関する
こと

行政 100,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
水窪協働
センター

事業縮小・
内容変更

入場者数制限。

108

産業祭り
「みさく
ぼ夢街
道」開催
事業

実行委
員会

継続
みさくぼ
夢街道実
行委員会

商店街の活性化の
ため、産業祭を開
催し、観光客の誘
致や交流人口の増
加を図る。

商店街の活性化のため、産業祭を開
催。
内容：商店街通りを開放し、露天形式
による特産品の販売及び各種団体によ
る催しの実施
日程：令和4年11月6日

商店街のの活性化のた
め、環境客の誘致や、
交流人口の増加という
同じ目的のため協働し
て事業実施している。

相手
事業の企
画運営

運営の助
言協力、
負担金に
関するこ
と

双方 911,000 開催 5 5 5 4 4 天竜区
水窪協働
センター

事業縮小・
内容変更

新型コロナウイル
スの影響を考慮
し、商店街通りで
開催していたもの
を１区画（マル
シェ方式）に規模
縮小して開催し
た。

109

区内文化
施設を活
用した文
化振興事
業

実行委
員会

継続

龍山地区
文化振興
事業実行
委員会

浜松市龍山森林文
化会館を活用した
文化祭やコンサー
ト、講演会等の各
種文化振興事業を
通じて、龍山地区
の文化振興を図る
ことを目的とす
る。

○龍山森林文化会館を会場とした文化
振興事業
森林ふれあいコンサート
・開始日：R4年5月29日（日）
・出演者：公益財団法人浜松交響楽団
・来場者：104人
○龍山森林文化会館を会場とした文化
振興事業
文化講演会
・開始日：R5年1月22日（日）
・講師：大谷昭宏
・演題：みんなの命　輝くために　～
人を大事にする社会を目指して～
・来場者：140人

元々行政が文化振興の
一環で行っていたもの
を、協働を促進するた
めに実行委員会形式に
変更したもの

行政
コンサー
トの企
画・運営

・運営の
助言・負
担金支出

双方 655,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
龍山協働
センター

参加者へ
のアン
ケートの
実施

その他

座席数制限による
入場可能人数の減
少
基本的な感染対策
による受付人工の
増

38



相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者
による
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

110
天竜区文
化振興事
業

実行委
員会

継続

龍山地区
文化振興
事業実行
委員会

浜松市龍山森林文
化会館を活用した
文化祭やコンサー
ト、講演会等の各
種文化振興事業を
通じて、龍山地区
の文化振興を図る
ことを目的とす
る。

○龍山ふれあい文化祭
・開催日：R4年11月24日（木）～11月
27日（日）
・作品展：出展数277点
・舞台発表：8団体

元々行政が文化振興の
一環で行っていたもの
を、協働を促進するた
めに実行委員会形式に
変更したもの

行政
文化祭の
企画・運
営

・運営の
助言・負
担金支出

双方 200,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
龍山協働
センター

参加者へ
のアン
ケートの
実施

その他
基本的な感染対策
でホール座席の間
引き

111

天竜区秋
葉ダムさ
くらマラ
ソン大会
開催事業

実行委
員会

継続

天竜区駅
伝大会等
実行委員
会龍山地
域部会

市民のスポーツ振
興、健康増進並び
に、地域の一体感
と活力の醸成及び
地域の交流促進を
図ることを目的と
する。

○天竜区秋葉ダムさくらマラソン大会
の開催
・開催日：R5年3月26日（日）
・会場：秋葉ダム湖畔（左岸）
・種目：10Km
・定員：500名
・申込：642名
・参加者：501名

元々行政が地域振興・
スポーツ振興の一環で
行っていたものを、協
働を促進するために実
行委員会形式に変更し
たもの

行政
マラソン
大会の企
画・運営

・運営の
助言・負
担金支出

双方 410,000 開催 5 4 4 4 4 天竜区
龍山協働
センター

参加者へ
のアン
ケートの
実施

その他

基本的な感染対策
に係るアルコール
等の経費の増・検
温票の提出を求め
るなどの事務負担
の増

112

ほっとぴ
あたつや
ま産業祭
開催事業

実行委
員会

継続

ほっとぴ
あたつや
ま産業祭
実行委員
会

ほっとぴあたつや
ま産業祭が盛大に
開催されることを
目的とする.

○ほっとぴあたつやま産業祭の開催
・開催日：R5年11月13日（日）
・会場：龍山総合運動場
・内容：物産展、スタンプラリーなど
・来場者：約1,000人

元々行政が地域振興、
産業振興の一環で行っ
ていたものを、協働を
促進するために実行委
員会形式に変更したも
の

行政
産業祭の
企画・運
営

運営の助
言、負担
金の支出

双方 974,000 開催 5 5 4 4 5 天竜区
龍山協働
センター

来場者へ
のアン
ケートの
実施

その他

感染対策として来
場者の入り口を3箇
所とし検温・手指
消毒を実施。又食
べ歩きを禁止と
し、スペースを設
け、その中のみ飲
食を可とした。
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参  画 
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相手方の
役割

行政の
役割

1
夢プロ
ジェクト
さくま

参画 継続

NPO法人が
んばらま
いか佐久
間ほか計
17団体

木質バイオマス
等の地域資源を
活用した新規事
業を創出し地域
活性化を目指す

木質バイオマス等の地域資源を活用し
地域活性化を目指す「夢プロジェクト
さくま」の実現に向けた事業検討

エネルギー・林業・農
業など分野横断的な事
業であり、様々な関係
者の協力が必要である
ため。

双方 事業主体
調整・支
援

なし 0 開催 5 4 4 5 -

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし 　

2
献上みか
ん事業

参画 継続

献上みか
ん及び
ネーブル
推進委員
会

地域の果樹栽培
農家の意識の向
上を図るととも
に、地域住民の
皇室への親近感
をあらわす

・献上品の募集、選定
・皇室への献上（献上先　　天皇皇后
両陛下、上皇上皇后両陛下、秋篠宮皇
嗣同妃殿下）

皇室への献上品の公正
な選考にあたり、果樹
生産者の状況を取り入
れる必要があった。

行政

出品果実
の募集、
審査員の
選定、審
査方法の
決定、審
査会の運
営に係る
所掌

主催、経
費負担、
庶務

行政 498,099 開催 5 5 5 5 4 北区 区振興課 　
事業縮小・
内容変更

献上の方法を、直
接持参から宅配に
変更した。

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者によ

る
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方
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協  定 
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相手方の
役割

行政の
役割

1

陸上養殖
現場等へ
のICT/IoT
導入のた
めの実証
実験

協定 継続
KDDI株式
会社

相互連携・協働
による活動を推
進し、双方の資
源を有効に活用
することにより
地域活性化を目
指す。

陸上養殖現場等へのICT/IoT導入のため
の実証実験の実施

ICTを活用し、陸上用章
句の効率化の検討・検
証が可能なため。

相手

グループ
会社及び
事業提携
先の情報
資源、人
的資源の
活用

地元企業
及びその
他関係者
の情報資
源、人的
資源の活
用

相手 0 開催 5 5 5 5 3 市民部
市民協
働・地域
政策課

影響なし -

2
学校開放
スマート
化

協定 継続

NTT西日本
株式会
社、株式
会社構造
計画研究
所、株式
会社メ
タップス
ペイメン
ト

学校開放事業が
抱える課題を解
決し、利用者の
利便性向上を図
るため。

・施設予約システム
・パスワードによる電子錠の開錠・施
錠
・キャッスレス決済
を一括的に取り入れた。

令和3年度に学校開放事
業スマート化実証に関
する連携協定を締結。

双方

施設予約
システム
運用、電
子錠等の
操作説
明、LED化
提案

学校・利
用団体と
の調整、
納付書発
行

行政 6,791,400 開催 - 3 3 3 3 市民部
スポーツ
振興課

影響なし 　

3

浜松市生
きもの
パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続

特定非営
利活動法
人　浜松
市東区の
自然と文
化を残そ
う会、大
和ハウス
工業株式
会社　浜
松支店

環境保全活動の
担い手不足や、
市民や事業者が
取り組みやすい
環境保全活動の
場の創出が課題
となっているた
め、市民・事業
者・行政がパー
トナーシップ協
定でつながるこ
とで、課題の解
決を目指す。

十湖池ビオトープの歴史文化及び生物
多様性を保全するため、大和ハウス工
業株式会社浜松支店は十湖池ビオトー
プの維持管理に労働力を提供し、市は
両者の活動・取組を広報する。

十湖池ビオトープの維
持管理には、高齢化に
伴う担い手不足という
問題を抱えていた。CSR
活動を盛んに行ってい
る大和ハウス工業㈱浜
松支店は、浜松で地域
に根差した環境保護活
動をしたいと考え、そ
の活動の場所を探して
いた。

相手

十湖池ビ
オトープ
の維持管
理を連携
して取り
組む。

団体・企
業のマッ
チングを
行い、協
定の取り
組みを広
報する。

相手 0 開催 5 5 5 5 4 環境部
環境政策
課

影響なし

浜松市生
きもの
パート
ナーシッ
プ協定

4

浜松自動
運転やら
まいかプ
ロジェク
ト

協定 継続

BOLDLY株
式会社
スズキ株
式会社
遠州鉄道
株式会社

地域住民の移動
の利便性の向上
等、地域公共交
通の課題を解決
し、地域及び産
業の振興と次世
代モビリティ
サービスの創出
に資することが
可能な、自動運
転技術を活用し
たスマートモビ
リティサービス
の事業化を図
る。

自動運転技術を活用したスマートモビ
リティサービスの事業化を図るため、
実証実験を実施

当市が抱える地域公共
交通の課題解決を決図
るためには単独で事業
を実施よりも知見や技
術を持つ事業者と協業
することでより円滑か
つ効率的に事業遂行す
ることができるため。

双方

システム
の開発、
実験車両
の提供、
車両運転
手の提供
等

関係機関
との協
議、参加
者募集

双方 32,480 開催 - 5 5 5 5 産業部
産業振興
課

事業縮小・
内容変更

第3回実証実験にお
いて、自動運転車
両の試乗者を関係
者や事前に予約し
た人に限定して実
施した。

5

メガソー
ラー発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
株式会社
シーテッ
ク

再生可能エネル
ギーによる電力
自給率の向上や
地域活性化を目
的としている。

市有地において民間事業者がメガソー
ラー発電事業を実施。
①西区呉松町内の静ヶ谷最終処分場のA
区画を太陽光発電所の事業用地として
貸し付け
②発電事業及び地域活性化事業の実施

公募により決定 双方
事業の実
施

土地の貸
付

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし 　

6

メガソー
ラー発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
須山建設
株式会社

再生可能エネル
ギーによる電力
自給率の向上や
地域活性化を目
的としている。

市有地において民間事業者がメガソー
ラー発電事業を実施。
①西区呉松町内の静ヶ谷最終処分場の
B・C区画を太陽光発電所の事業用地と
して貸し付け
②発電事業及び地域活性化事業の実施

公募により決定 双方
事業の実
施

土地の貸
付

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者に
よる
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方
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相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者に
よる
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

7

メガソー
ラー発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
中村建設
株式会社

再生可能エネル
ギーによる電力
自給率の向上や
地域活性化を目
的としている。

市有地において民間事業者がメガソー
ラー発電事業を実施。
①北区引佐町別所内の引佐北部中学校
跡地を太陽光発電所の事業用地として
貸し付け
②発電事業及び地域活性化事業の実施

公募により決定 双方
事業の実
施

土地の貸
付

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

8

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
株式会社
静岡銀行

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に推進する
ため、連携して一般家庭や事業者への
普及啓発を図る。

浜松市と地元金融機関
は、エネルギーの地産
地消やエネルギー自給
率の向上等に寄与する
太陽光発電システムの
導入拡大に向けた事業
を協力して行うことを
目的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

9

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
株式会社
清水銀行

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に推進する
ため、連携して一般家庭や事業者への
普及啓発を図る。

浜松市と地元金融機関
は、エネルギーの地産
地消やエネルギー自給
率の向上等に寄与する
太陽光発電システムの
導入拡大に向けた事業
を協力して行うことを
目的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし 　

10

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
浜松磐田
信用金庫

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に推進する
ため、連携して一般家庭や事業者への
普及啓発を図る。

浜松市と地元金融機関
は、エネルギーの地産
地消やエネルギー自給
率の向上等に寄与する
太陽光発電システムの
導入拡大に向けた事業
を協力して行うことを
目的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

11

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
遠州信用
金庫

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に推進する
ため、連携して一般家庭や事業者への
普及啓発を図る。

浜松市と地元金融機関
は、エネルギーの地産
地消やエネルギー自給
率の向上等に寄与する
太陽光発電システムの
導入拡大に向けた事業
を協力して行うことを
目的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

12

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
静岡県労
働金庫

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に推進する
ため、連携して一般家庭や事業者への
普及啓発を図る。

浜松市と地元金融機関
は、エネルギーの地産
地消やエネルギー自給
率の向上等に寄与する
太陽光発電システムの
導入拡大に向けた事業
を協力して行うことを
目的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周
知
各種事業
への取り
組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし
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相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者に
よる
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

13

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
とぴあ浜
松農業協
同組合

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に推進する
ため、連携して一般家庭や事業者への
普及啓発を図る。

浜松市と地元金融機関
は、エネルギーの地産
地消やエネルギー自給
率の向上等に寄与する
太陽光発電システムの
導入拡大に向けた事業
を協力して行うことを
目的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周

知
各種事業
への取り

組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

14

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
遠州中央
農業協同
組合

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に推進する
ため、連携して一般家庭や事業者への
普及啓発を図る。

浜松市と地元金融機関
は、エネルギーの地産
地消やエネルギー自給
率の向上等に寄与する
太陽光発電システムの
導入拡大に向けた事業
を協力して行うことを
目的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周

知
各種事業
への取り

組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

15

太陽光発
電パート
ナーシッ
プ協定

協定 継続
三ヶ日町
農業協同
組合

太陽光発電の導
入を積極的に推
進する事を目的
とする。

太陽光発電の導入を積極的に推進する
ため、連携して一般家庭や事業者への
普及啓発を図る。

浜松市と地元金融機関
は、エネルギーの地産
地消やエネルギー自給
率の向上等に寄与する
太陽光発電システムの
導入拡大に向けた事業
を協力して行うことを
目的に、「はままつ太
陽光発電パートナー
シップ協定」を締結。

双方

市の事業
への協
力、金融
商品の販
売拡大

金融商品
や相手方
の啓発活
動等の周

知
各種事業
への取り

組み

相手 0 開催 5 5 5 3 4

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

16

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
株式会社
シーテッ
ク

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間事業者が
太陽光発電事業を実施。
①芳川北小学校、北浜東小学校、北浜
北小学校の屋上を浜松市教育委員会の
行政財産使用許可により貸し付け
②太陽光発電事業や公共施設の防災機
能の強化、市民に対する環境教育等を
協力して実施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

17

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
株式会社
ハマネン

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間事業者が
太陽光発電事業を実施。
①富塚西小学校、都田南小学校の屋上
を浜松市教育委員会の行政財産使用許
可により貸し付け
②太陽光発電事業や公共施設の防災機
能の強化、市民に対する環境教育等を
協力して実施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし
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相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者に
よる
評価

新型コロナ
ウイルスの

影響

協働
効果

事業概要 協働の経緯や決め手
事業
提案者

事業実施にかかる役割 費
用
負
担

市決算額
（円）

開催
中止

公正
性透
明性

対等
意識

役割
分担

情報
共有

事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

18

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
株式会社
中村組

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間事業者が
太陽光発電事業を実施。
①内野小学校の屋上を浜松市教育委員
会の行政財産使用許可により貸し付け
②太陽光発電事業や公共施設の防災機
能の強化、市民に対する環境教育等を
協力して実施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

19

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続
東海防災
株式会社

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間事業者が
太陽光発電事業を実施。
①佐鳴台中学校、浜北北部中学校の屋
上を浜松市教育委員会の行政財産使用
許可により貸し付け
②太陽光発電事業や公共施設の防災機
能の強化、市民に対する環境教育等を
協力して実施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

20

浜松市公
共施設屋
根貸し太
陽光発電
事業に関
する基本
協定

協定 継続

ＲＮＨ
ソーラー
西日本合
同会社

電力自給率の向
上や地域活性化
につながる太陽
光発電の導入拡
大を図ることを
目的とする。

公共施設の屋上において民間事業者が
太陽光発電事業を実施する。
①和田東小学校、初生小学校、中川小
学校、北浜中学校の屋上を浜松市教育
委員会の行政財産使用許可により貸し
付け
②太陽光発電事業や公共施設の防災機
能の強化、市民に対する環境教育等を
協力して実施

公募により決定 双方
事業の実
施

学校屋上
の貸付

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

21

エネル
ギー政策
に関する
連携協定

協定 継続
株式会社
浜松新電
力

再生可能エネル
ギーの地産地消
及びエネルギー
の効率的な利用
の促進

浜松版スマートシティを実現していく
ため、再生可能エネルギーの地産地消
及びエネルギーの効率的な利用を促進
①再生可能エネルギーの地産池消を推
進
②市民への節電･環境意識の醸成、市内
経済の活性化を推進
③市が関与し発電する再生可能エネル
ギーを売電、公共施設での再生可能エ
ネルギー由来の電力の調達を促進
④再生可能エネルギーを買電し、公共
施設など市内施設へ安価に供給
⑤エネルギーに対する不安のない強靭
で低炭素な社会の構築を目指し、浜松
版スマートシティの実現に向けた事業
を連携して実施

同社設立に伴い協定を
締結

双方
事業の実
施

事業の実
施

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

22

企業協賛
を活用し
た公共施
設へのＬ
ＥＤ照明
等の設置
に関する
協定

協定 継続
NPO法人静
岡県CC緑
化協会

環境意識の高い
企業等の顕彰
と、市民のエネ
ルギー利活用に
対する意識向上
を目的とする。

企業協賛により公共施設にＬＥＤ照明
等を設置。事業実施団体が協賛企業等
の募集、設置工事前の調整、設置工事
の施工、設置後の維持管理を行う。

公共施設へのＬＥＤ灯
導入を進めるにあた
り、当時浜松市地球温
暖化防止活動推進セン
ターに指定されていた
当該団体とともにス
キームを構築した

双方
事業の実
施

事業の補
助

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし
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相手方の
役割

行政の
役割

影響の具体的内容 備考部・区等 課等
第三者に
よる
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事業の目的No 事業名
協働
形態

実施
状況

相手方

23

浜松市産
業用太陽
光発電サ
ポート体
制構築に
関する連
携協定

協定 継続

一般社団
法人日本
太陽光メ
ンテナン
ス協会、
株式会社
浜松新電
力

市民や発電事業
者による太陽光
発電施設及び小
型風力発電施設
の設計・施工や
保守点検、修繕
等の適切な実施
を支援し、太陽
光発電及び小型
風力発電の導入
拡大とともに、
事業の長期安定
化を図ることを
目的としてい
る。

浜松市内の太陽光発電所の持続的な活
用及び適正な管理を図るため、長期安
定的な太陽光発電事業を支えるサポー
ト体制を、官民連携により構築
①認定事業者の登録制度創設、②メン
テナンス情報を配信する広報事業、③
今後のサポート事業を担う協議会の設
立、④スキルアップ講習

平成30年度に経産省の
委託事業を受け、設備
の適切な保守点検体制
構築の推進を行ったも
の

双方
事業の実
施

事業の補
助

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

24

浜松市マ
イクログ
リッド事
業に関す
る基本協
定

協定 継続

株式会社
浜松新電
力
株式会社
シーエナ
ジー

エネルギーの効
率的利用により
電気料軽減や防
災力の向上につ
なげる

浜松市マイクログリッド事業（公共施
設に太陽光パネル等を設置し、隣接施
設間で電力融通などを行うことでエネ
ルギーを有効活用する事業）を実施

H29年の環境省補助事業
の応募にあたり、㈱
シーエナジーより市に
共同提案の打診を受け

た

双方
事業の実
施

事業の調
整

相手 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

25

夢プロ
ジェクト
さくまに
関する連
携協定

協定 継続

NPO法人が
んばらま
いか佐久
間

木質バイオマス
等の地域資源を
活用した新規事
業を創出し地域
活性化を目指す

木質バイオマス等の地域資源を活用し
地域活性化を目指す「夢プロジェクト
さくま」の実現に向けて、NPOと市の役
割を定めるもの

エネルギー・林業・農
業など分野横断的な事
業であり、様々な関係
者の協力が必要である
ため。

双方
事業の実
施

協議の場
提供、
マッチン
グ支援、
情報提供

なし 0 開催 5 4 4 5 -

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

26

エネル
ギー政策
に関する
連携協定

協定 継続

株式会社
シーエナ
ジー

再生可能エネル
ギーや省エネル
ギー設備の導
入、エネルギー
の効率的な利用
を推進するため

浜松市マイクログリッド事業等による
公共施設における自立分散型電源の導
入、スマートシティ実現に向けた事業
を実施

浜松市マイクログリッ
ド事業の本格稼働を契
機とし、更なる事業
「浜松版スマートシ
ティ」の実現に向けて
更なる連携を進めるた
め

双方
事業の実
施

事業の実
施

なし 0 開催 5 5 5 5 5

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

27

夢プロ
ジェクト
さくまに
関する基
本協定

協定 継続

NPO法人が
んばらま
いか佐久
間ほか計
17団体

木質バイオマス
等の地域資源を
活用した新規事
業を創出し地域
活性化を目指す

木質バイオマス等の地域資源を活用し
地域活性化を目指す「夢プロジェクト
さくま」の実現に向けて、協議会参加
団体間で基本方針や協議事項等を定め
るもの

エネルギー・林業・農
業など分野横断的な事
業であり、様々な関係
者の協力が必要である
ため。

双方
事業の実
施

協議の場
提供、
マッチン
グ支援、
情報提供

なし 0 開催 5 4 4 5 -

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

カーボン
ニュート
ラル推進
事業本部

影響なし

51


